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1.業務概要

1-1 業務の目的 

弥富市コミュニティバスは、「巡回福祉バス」から移行し実証運行期間中（H22 年 6 月 21 日か

ら H24 年 3 月 31 日）には、少しずつではあるが利用者が増加してきているものの総数としては

依然少なく、ルートや時間帯によっても利用の偏りがある状況となっている。また、利用の少な

いルートの運行の見直しを希望する声も上がり、今後デマンド方式による運行も含めた、新たな

運行形態の導入も視野にいれた公共交通の運行形態の検討が必要となっている。 

そこで、H24 年 4月 1 日からの本格運行後も含め、これまでの実証運行期間中に蓄積したデー

タを基に改めて現行コミュニティバス路線の詳細な分析を行うとともに、実証運行開始時からの

社会情勢や市民の生活交通ニーズの変化、周辺自治体や他都市の最新事例を踏まえつつ評価・検

証し、効率的なコミュニティバスの運行の見直しによる生活交通ネットワーク計画策定のための

基礎調査を行うものである。 

北部地域

南部地域

東部地域

飛島公共交通バス（蟹江線）

木曽岬町自主運行バス路線
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1-2 業務のフロー 

本業務のフローを下記に示す。 

３．問題点・課題の整理 

４．改善方策の検討 

 改善の方針

 改善方策の検討

 他都市事例

５．利用促進策の実施・検討 

第１回協議会 （Ｈ24.6.28） 

 平成２３年度事業・決算報告

 平成２４年度事業計画（案）

 平成２４・２５年度生活交通ネット

ワーク計画（案）

 利用者実態調査（案）

 住民・企業アンケート調査（案）

 お試し乗車券        等

第２回協議会 （Ｈ24.11.13） 

 調査結果等報告

 問題点・課題

 無料お試し乗車券の配布結果 等

第３回協議会 （Ｈ25.2.5） 

 調査結果等報告果

 問題点・課題、運行改善方策の検討

（案）            等

第４回協議会 （Ｈ25.3.27） 

 弥富市生活交通ネットワーク計画策

定調査業務 報告書

 平成２４年度事後（自己）評価（案）

 平成２５年度弥富市地域公共交通活

性化協議会事業計画及び予算（案）

等

２．公共交通の現状分析 

 地域の概況

 公共交通利用現況等整理及び分析

 利用者ＯＤ調査

 周辺自治体が運行するバスとの乗り継

ぎダイヤの状況

 住民・企業アンケート調査・解析

 運行方法に関するアンケート調査・解析

６．今後の展開 
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2.公共交通の現状分析

2-1 地域の概況 

2-1-1 人口動向 

（1）人口・世帯数の推移 

人口・世帯数は、ともに経年的に増加しており、H22 年には 43,272 人、15,041 世帯となっ

ている。

人口・世帯数の推移 

※資料：国勢調査

（2）年齢別人口の割合の推移 

年齢別人口の割合は、高齢人口の割合の増加が大きく、少子・高齢化が進展している。

年齢別割合の推移 

※資料：国勢調査
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（3）地区別人口密度と高齢者人口割合 

人口密度は、駅周辺などで高くなっている。また、高齢者人口の割合は、人口密度の比較的低

い地域で高くなっている。

地区別人口密度 

※資料：H22 年国勢調査
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地区別高齢者割合 

※資料：H22 年国勢調査
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（4）通勤・通学による人口流動 

通勤・通学による人口流動は、流出、流入ともに名古屋市が最も多くなっている。また、愛西

市や蟹江町、津島市など本市周辺の市町村で多くなっている。

通勤・通学（15 歳以上）による人口流動 

※資料：H22 年国勢調査
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2-1-2 主要施設 

（1）公共施設 

市街化区域内の弥富駅周辺には、市民の生活を支える市役所をはじめとする官公庁、文化、教

育、福祉等の公共施設が集積し行政サービスの中心的な役割を担っている。十四山支所周辺や国

道 1 号より北側の市街化調整区域には、公共施設が均等に点在している。中部や南部では、公

共施設が少ない状態となっている。

主要公共施設の分布 
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（2）道路および鉄道 

道路は、北部に東名阪自動車道と国道 1 号、南部に伊勢湾岸自動車道と国道 23 号がそれぞれ

東西に横断し、周辺都市との広域的なネットワークの軸となっている

鉄道は、JR 関西本線、名鉄尾西線、近鉄名古屋線の 3 路線が走り、JR 弥富駅、名鉄弥富駅、

五之三駅、近鉄弥富駅、佐古木駅の 5 つの駅がある。

道路網および鉄道網 
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2-1-3 交通量 

道路交通センサスにおける H22年の交通量の状況は、一般国道 1号や一般国道 23号、（主）蟹
江飛島線で 2万台/日以上と非常に多くなっている。
また、H17 年道路交通センサスと比較すると、多少の増減はあるものの、大きな変化は見られ
ない。

H17 年道路交通センサスにおける交通量の状況 
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H22 年道路交通センサスにおける交通量の状況 
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2-2 きんちゃんバス運行の概要 

2-2-1 これまでの運行の経緯 

現行のきんちゃんバスの前身となる巡回福祉バスを含めた、これまでの運行の経緯を整理する。

これまでの運行の経緯 

H11.1.11 巡回福祉バス運行開始 

→60歳以上で総合福祉センターの利用者を対象
→無料

→日曜日、祝日、年末年始運休

H11.4.1 3系統に変更
→年齢制限の撤廃

→2車両で運行
H15.1.1 4系統に変更

→「きんちゃんバス」として運行

→3車両で運行
H16.5.1 5系統に変更

→停留所数を 48箇所へ増設
H17.6.1 E系統を近鉄弥富駅南口まで延伸
H18.4.1 運行エリアに十四山地区を追加

5系統で運行
→ダイヤ変更

H19.6.1 運行経路、ダイヤ変更

→停留所数を 48箇所へ増設（臨時停留所 1箇所）
→4車両で運行

H21.7 「弥富市地域公共交通活性化協議会」発足

H22.3 「弥富市地域公共交通総合連携計画」策定

H22.6.21 無料巡回福祉バス廃止、「弥富市コミュニティバス」実証運行開始 

→3系統で運行（北部・南部・東部ルート）
→毎日運行

→ダイヤ変更、停留所の見直し

→有料化（75歳以上は無料）
H23.4.1 運行ルート・ダイヤ変更

→年末年始運休

→バス停の新設

→夜の時間帯の利用の少ない便の削減

→全ルート総合福祉センターおよびイオンタウンへ乗り入れ

→定期券、シルバーパスの販売開始

→協賛金事業開始

→愛称を「きんちゃんバス」に決定（公募）

H24.4.1 実証運行終了、本格運行開始

運行ルート・ダイヤ変更

→年末年始、日曜日、祝日運休

→バス停の新設

→朝・夕の時間帯の利用の少ない便の削減

→サイクル＆バスライド駐輪場運用開始
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2-2-1 現在のきんちゃんバスの概要 

きんちゃんバスは、コミュニティバスとしての実証運行が開始して以降毎年改善を繰り返して

おり、現在は下記のような内容で運行している。

現在のきんちゃんバスの概要 

運行路線 ● 北部ルート…平日 15便、休日 12便（右回り・左回り）
● 南部ルート…平日 15便、休日 10便（右回り・左回り）
● 東部ルート…平日 15便、休日 14便（右回り・左回り）

運行日 年末年始（12月 29日～1月 3日）、日曜日、祝日は運休
土曜日は休日ダイヤで運行

バス車両 ● 中型ノンステップバス 2台
● マイクロバス 3台

運賃 大人

高校生以下

障がい者（手帳所持者）・同伴の介護者

75歳以上・未就学児
回数券（大人）

回数券（高校生以下・障がい者）

200円
100円
100円
無料

2,000円（12枚）
1,000円（12枚）

●定期乗車券 1ヶ月
3ヶ月
6ヶ月

6,000円
17,100円
32,400円

定期券

●シルバーパス
（65歳以上）

1ヶ月
3ヶ月
6ヶ月

3,000円
8,600円
16,200円
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現在の運行ルート図 
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2-3 利用者実態調査 

2-3-1 乗車実績 

※集計期間：H22.6.21～H24.12.28 
（1）ルート別乗車人員の推移 

①全ルート 

 全ルートを足し合わせた乗車人員は昨年度よりも増加傾向となっており、一日平均乗車人員

も増加している。

 平日・休日別でみると、特に休日で大幅に増加している。

乗車人員の推移（全ルート） 

平日の一日平均乗車人員の推移（全ルート) 

休日の一日平均乗車人員の推移（全ルート） 

126.4114.7

95.7101.5
111.9

119.0

117.9

122.2130.2
116.5

141.6143.6
131.9

113.9

131.9
143.0

125.0
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124.8 129.0
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192.8
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201.9 201.7 197.3

197.7
217.2 215.0

187.9

211.1212.6207.4
218.1205.3206.3208.2

204.8197.7

228.7 224.4

245.3228.1
245.5241.9238.3234.0239.7229.4227.5

0
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

人/日

平成22年度
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平成24年度

5,868

5,159
4,9064,9665,153

5,345

5,001
5,1845,488

1,775

6,128
5,952

5,272 5,259
5,636

5,698 5,722 5,209
5,611

5,500
5,172 5,083

5,445
5,464

6,093
5,687

6,324

5,722
6,304

5,634
5,434
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1000
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人

平成22年度

平成23年度

平成24年度 233.7 人／日 

182.9 人／日 

H23年度平均

H24年度平均（4～12月）

236.6 人／日 

209.4 人／日 

H23年度平均

H24年度平均（4～12月）

217.8 人／日 

128.4 人／日 

H23年度平均

H24年度平均（4～12月）
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②北部ルート 

 北部ルートの乗車人員は昨年度とあまり変化はないが、一日平均乗車人員は増加している。

 平日・休日別でみると、特に休日で大幅に増加している。

乗車人員の推移（北部ルート） 

平日の一日平均乗車人員の推移（北部ルート) 

休日の一日平均乗車人員の推移（北部ルート） 

46.5 48.8
43.6

35.7
38.4

33.4 34.2
30.8

40.7
38.0

39.0
43.042.846.7

36.1
43.044.244.5

38.840.0
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75.0
64.0

56.0

67.865.7
67.3
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42.6 人／日 
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③南部ルート 

 南部ルートの乗車人員は昨年度よりも増加傾向となっており、一日平均乗車人員も増加して

いる。

 平日・休日別でみると、特に休日で大幅に増加している。

乗車人員の推移（南部ルート） 

平日の一日平均乗車人員の推移（南部ルート) 

休日の一日平均乗車人員の推移（南部ルート） 

81.2
66.6

58.961.4

72.5
75.473.971.667.8

59.0

82.875.0

75.5
65.4

72.1
84.2
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④東部ルート 

 東部ルートの乗車人員は昨年度よりも増加傾向となっており、一日平均乗車人員も増加して

いる。

 平日・休日別でみると、特に休日で大幅に増加している。

乗車人員の推移（東部ルート） 

平日の一日平均乗車人員の推移（東部ルート） 

休日の一日平均乗車人員の推移（東部ルート） 
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⑤ルート別乗車人員のまとめ 

 一日平均乗車人員はいずれのルートも大きく増加しており、特に休日の増加が大きい。また、

ルート別では、南部ルートで大きく増加している。

 一便平均乗車人員に関しては、いずれも年々増加しており、特に南部・東部ルートの休日で

増加が著しい。

 ルート別では、一日平均乗車人員が少ないのは東部ルートであるが、一便あたりに換算する

と、北部ルートが最も少なくなっている。

ルート別期間別一日平均乗車人員（人/日） 

ルート別期間別一便あたり平均乗車人員（人/便） 

H22年度
(H22.6.21～）

H23年度 H24年度
（～H24.12.31）

H23年度から
H24年度への増減

284 361 150 -211
平日 190 243 126 -117
休日 94 118 24 -94

172.0 182.9 233.7 +50.7
北部ルート 54.3 58.9 70.7 +11.8
南部ルート 104.5 104.0 133.3 +29.3
東部ルート 13.2 20.0 29.7 +9.6

200.4 209.4 236.6 +27.2
北部ルート 62.3 66.8 71.6 +4.8
南部ルート 121.9 119.6 136.0 +16.4
東部ルート 16.1 23.0 29.1 +6.1

114.6 128.4 217.8 +89.3
北部ルート 38.0 42.6 66.0 +23.5
南部ルート 69.2 71.9 118.8 +46.9
東部ルート 7.4 13.9 32.9 +19.0

年間運行日数（日）

全体

平日

休日

H23.4.1 
ダイヤ改正

H24.4.1 
ダイヤ改正

H22年度
(H22.6.21～）

H23年度 H24年度
（～H24.12.31）

H23年度から
H24年度への増減

13,168 13,871 7,490 -6,381
平日 9,690 10,449 6,580 -3,869
休日 3,478 3,422 910 -2,512

3.7 4.8 7.0 +2.2

北部ルート 2.7 3.3 4.9 +1.6

南部ルート 6.1 7.8 9.4 +1.6

東部ルート 1.4 2.9 6.1 +3.3

3.9 4.9 6.8 +1.9

北部ルート 2.8 3.3 4.8 +1.4

南部ルート 6.4 8.0 9.1 +1.1

東部ルート 1.6 2.9 5.8 +2.9

3.1 4.4 8.4 +3.9

北部ルート 2.4 3.0 5.5 +2.5

南部ルート 5.3 7.2 11.9 +4.7

東部ルート 0.9 2.8 8.2 +5.4

休日

平日

全体

年間運行便数（便）
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（2）ルート別バス停別一日平均乗車人 

※集計期間  ダイヤ改正前：H23.4.1～H24.3.31（平日 243 日、休日 118 日、計 361日） 

ダイヤ改正後：H24.4.1～H24.12.28（平日 188 日、休日 35 日、計 223 日） 

①北部ルート 

 平日では、H24.4 のダイヤ改正後「イオンタウン」「弥富市役所」の利用者が増加している。

 休日では、H24.4 のダイヤ改正後「総合福祉センター」「イオンタウン」「弥富市役所」の利

用者が増加している。

 「総合福祉センター」の利用者は、平日で一日平均 1.0 人減少しているが、休日では一日当

たり平均 7.2 人増加している。

 一方で「南前新田交差点」の利用者が平日･休日ともに減少している。

【平日】 ダイヤ改正前（H23年度）

ダイヤ改正後（H24年度）

：新規バス停 
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：新規バス停 
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②南部ルート 

 平日では、H24.4 のダイヤ改正後、「近鉄弥富駅南口」、「イオンタウン」、「川崎重工」、「ひの

で橋」、「杉本クリニック」の利用者が増加している。また、「西末広」や「弥富市役所」で

利用者が減少している。

 休日では、H24.4 のダイヤ改正後「いこいの里」、「弥富市役所」、「イオンタウン」、「総合福

祉センター」、「近鉄弥富駅南口」、「杉本クリニック」の利用者が増加している。

 西部臨海部のバス停のうち、「エアロ」、「エフケーエル」、「大日本木材防腐」の利用者がほと

んどいない。

 休日、「芝井南」では利用者がほとんどいない（0 人ではないが、一日当たり 0.0 人）。

【平日】 

ダイヤ改正後（H24年度）
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ダイヤ改正前（H23年度）
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【休日】 

※「川崎重工」、「エアロ」、「エフケーエル」、「大日本木材防腐」のバス停には休日停車しない。

ダイヤ改正前（H23年度）

ダイヤ改正後（H24年度）
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③東部ルート 

 平日では、H24.4 のダイヤ改正後「十四山総合福祉センター」「亀ヶ地」の利用者が増加して

いる。また、「総合福祉センター」で利用者が減少している。

 休日では、H24.4 のダイヤ改正後「十四山総合福祉センター」、「総合福祉センター」、「近鉄

弥富駅南口」、「鮫ヶ地」で利用者が増加している。

 平日では「馬ヶ地」、休日では「十四山中学校」、「竹田」、「坂中地」の利用者がほとんどいな

い（0 人ではないが、一日当たり 0.0 人）。

【平日】 
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【休日】 
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（3）ルート別便別の一日平均乗車人員 

※集計期間：H24.4.1～H24.12.30（平日 188 日、休日 35日、計 223 日） 

①北部ルート 

 平日では、朝の早い時間帯で運行区間も短い 1～3 便、夕方の 12～15 便の利用者が少なくな

っている。

 休日では、夕方の 9～12 便の利用者が少なくなっている。

 平日・休日ともに 9：00 便の利用者が最も多くなっている。

【平日】 

※奇数便：左回り、偶数便：右回り 

【休日】 
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②南部ルート 

 平日、休日ともに夕方の便の利用者が少なくなっている。

 平日、休日ともに 9:15 便の利用者が最も多くなっている。

【平日】 

※奇数便：左回り、偶数便：右回り 

【休日】 
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③東部ルート 

 平日の１便で利用者が少ないものの、時間帯によるバラつきが少なくなっている。

 休日の 3 便の利用者が最も多くなっている。

【平日】 

※奇数便：左回り、偶数便：右回り 

【休日】 

※奇数便：右回り、偶数便：左回り 
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2-3-2 バス停乗降者数調査 

（1）調査の概要 

 調査票はシールタイプとし、バス車内にて回答して頂いた。

 バス乗車時に、調査票を配布し、降車時に回収箱に投函する方式で行った。

 調査は 9/3（月）～9/15（土）の２週間、全てのバス車内にて行った。

【北部ルート調査票】 

【南部ルート調査票】

【東部ルート調査票】
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（2）回収結果 

調査期間中の乗車実績に対する、調査票の回収数は下表の通りである。

バス停乗降者数調査回収結果 

平日 休日 計 

乗車 

実績 

回収 

枚数 
回収率

乗車 

実績 

回収 

枚数 
回収率

乗車 

実績 

回収 

枚数 
回収率

北部ルート 734 713 97.1% 151 150 99.3% 885 863 97.5%

南部ルート 1,488 1,440 96.8% 228 218 95.6% 1,716 1,658 96.6%

東部ルート 317 317 100.0% 60 60 100.0% 377 377 100.0%

計 2,539 2,470 97.3% 439 428 97.5% 2,978 2,898 97.3%

※乗車便名が不明な 43枚を除く

【参考】バス停乗降者数期間中のお試し乗車券使用枚数 

平日 休日 計 

北部ルート 75 9 84

南部ルート 123 11 134

東部ルート 42 2 44

ルート不明 1 0 1

計 1 0 263
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小学生未満

(0.1%、4)
小・中学生

(1.2%、35)

高校生

(6.4%、184)

64歳以下

(22.3%、645)

65～74歳

(20.8%、601)

75歳以上

(48.0%、

1388)

無回答

(1.2%、36)

小学生未満

(0.0%、0)

小・中学生

(0.3%、1)

高校生

(0.3%、1)

64歳以下

(16.2%、61)

65～74歳

(30.5%、115)

75歳以上

(51.7%、195)

無回答

(1.1%、4)

小学生未満

(0.2%、3)
小・中学生

(1.7%、28)

高校生

(10.9%、181)

64歳以下

(27.9%、462)

65～74歳

(19.0%、315)

75歳以上

(38.5%、636)

無回答

(1.8%、29)

無回答

(0.3%、3)

75歳以上

(64.6%、557)

65～74歳

(19.8%、171)

64歳以下

(14.2%、122)

高校生

(0.2%、2)

小・中学生

(0.7%、6)

小学生未満

(0.1%、1)

（3）バスの利用者属性 

 利用者の約半分は 75歳以上である。
 ルート別にみると、75歳以上の割合は北部ルートで最も多い。
 高校生の利用はほとんどが南部ルートである。

◆ルート別集計 

n =2,893

n =862 n =1,654

n =377 

北部ルート 南部ルート 

東部ルート 

n =2,893
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23.1%

11.6%

33.7%

4.5%

8.2%

11.4%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

通勤・仕事

通学・習い事

通院

公共施設利用

その他

無回答

（4）バスの利用目的性 

 バスの利用目的としては、公共施設利用が最も多い。

 ルート別にみると、東部ルートは公共施設利用が特に多く、約 6割を占めている。
 北部ルートでは、他ルートと比較して買い物の割合が高くなっている。

n =2,852

9.8%

8.2%

63.8%

3.5%

7.2%

5.3%

2.1%

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

通勤・仕事

通学・習い事

通院

公共施設利用

その他

無回答

21.2%

16.2%

27.1%

5.1%

12.9%

10.0%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

通勤・仕事

通学・習い事

通院

公共施設利用

その他

無回答

32.6%

3.9%

33.1%

3.8%

7.9%

16.8%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80%

買い物

通勤・仕事

通学・習い事

通院

公共施設利用

その他

無回答

◆ルート別集計 

北部ルート 南部ルート 

東部ルート 

n =862 n =1,654

n =377 
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（5）乗り換えの状況 

 最も多く乗換えが行われているのは北部ルートと南部ルートの間である。

 木曽岬町自主運行バスや飛島バスとの乗換えはほとんどない。
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（6）ルート別・バス停別の一日平均乗降者人員 

①北部ルート 

 平日・休日ともに乗降者総合福祉センター、イオンタウン、弥富市役所等で乗降者が多い。

 イオンタウンは、休日で特に多くなっている。

 平日の右回りで近鉄弥富駅北口、くわしん弥富支店、イオンタウン（それぞれ乗降可能は北

部 15便のみ）での乗降者はゼロになっている。

【左回り・平日（10 日間）】

【右回り・平日（10日間）】
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【左回り・休日（2日間）】

【右回り・休日（2日間）】
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②南部ルート 

 近鉄弥富駅南口やいこいの里で乗降者が多くなっている。

 いこいの里は特に休日で多くなっている。

 平日では左回りの大谷集会所や前ヶ須、右回りのエフケーエルで乗降者ともにゼロとなって

いる。

 休日は乗降者ともにゼロのバス停が多くみられる。

【左回り・平日（10 日間）】 
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※川崎重工、エアロ、エフケーエル、大日本木材防腐は乗降不可 
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【右回り・平日（10 日間）】 
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【左回り・休日（2日間）】 
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【右回り・休日（2日間）】 

※川崎重工、エアロ、エフケーエル、大日本木材防腐は乗降不可 
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③東部ルート 

 平日・休日ともに十四山総合福祉センターで乗降が多くなっている。

 平日・休日ともに乗降者ゼロのバス停が多くなっている。

 特に「馬ヶ地」や「坂中地」では全てで乗降者ゼロとなっている。

【左回り・平日（10 日間）】 
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【右回り・平日（10 日間）】 
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【左回り・休日（2日間）】 
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【右回り・休日（2日間）】 
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（7）停留所間におけるバス内滞留人数（調査期間合計） 

①北部ルート 

 全体として、右回りの方が滞留人数が多い。

 両ルートともスギ薬局～海南病院あたりで滞留人数が多くなっている。

【左回り（12日間）】

【右回り（12日間）】 
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②南部ルート 

 全体として、右回りの方が滞留人数が多い。

 両ルートとも、間崎公園～弥富駅南口あたりで滞留人数が多くなっている。

【左回り（12日間）】

※調査期間中、潮見台霊園では乗降不可能
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【右回り（12日間）】 

※調査期間中、潮見台霊園では乗降不可能
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③東部ルート 

 全体として、右回りの方が滞留人数が多い。

 両ルートとも鮫ヶ地～十四山総合福祉センターあたりで滞留人数が多くなっている。

【左回り（12日間）】 

【右回り（12日間）】 
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④全ルート 

 バス停乗降者数期間中の乗降者合計が 100 人以上のバス停は全部で 13 箇所あり、その内南
部ルートが 6箇所、全ルート共通が 5箇所、東部ルートが 1 箇所、東部ルート・南部ルー
ト共通が 1箇所である。

 東部ルートの利用者は全体として少ないが、十四山総合センターで乗降する人は多い。
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（8）バス停間の移動 

 最も移動件数が多いのは、弥富駅南口で乗車し、川崎重工で下車する移動である。

 「弥富駅南口」から「いこいの里」、「トレーニングセンター」や「鍋田公民館」から「弥富

駅南口」など乗車時間がおおよそ 40分以上の長距離移動も見られる。

※移動が 25 件以上あったものを図示

（10日間）
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※移動が 5件以上あったものを図示 

（2日間） 
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2-4 収入及び運行経費 

2-4-1 収入 

 収入の推移は、H22年度はほぼ横ばい傾向となっているが、定期券の販売が開始された H23
年度以降は、定期券の販売量に応じて増減しており、全体的は減少傾向となっている。

 年度別収入の内訳の割合は、車内収入が 5～6 割程度で各年度ともほぼ一定となっている。
また、回数券の割合は減少傾向となっており、定期券及び広告の割合は増加している。

 年度別月平均収入は減少傾向となっているが、定期券及び広告収入は増加している。

月別収入の推移（広告収入を除く） 

年度別収入（単位：円） 

年度別月平均収入（単位：円） 
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3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500
（人）定期券 回数券

車内収入 利用者数

2,217,099 53.7% 2,832,965 56.9% 2,053,315 56.2%

車内 1,780,000 43.2% 1,365,000 27.4% 955,000 26.1%

市役所販売 128,000 3.1% 190,000 3.8% 105,000 2.9%

計 1,908,000 46.3% 1,555,000 31.2% 1,060,000 29.0%

大人 － － 78,500 1.6% 135,900 3.7%

高校生以下・障がい者 － － 40,400 0.8% 63,100 1.7%

シルバーパス － － 454,300 9.1% 290,600 8.0%

計 － － 573,200 11.5% 489,600 13.4%

広告 － － 16,128 0.3% 49,434 1.4%

4,125,099 100.0% 4,977,293 100.0% 3,652,349 100.0%

48,845 － 66,242 － 52,107 －

収入計

利用者数（人）

回数券

定期券

H22年度
（6月～）

H23年度 H24年度
（～12月）

車内収入

237,631 53.7% 236,080 56.9% 228,146 56.2%

車内 190,782 43.2% 113,750 27.4% 106,111 26.1%

市役所販売 13,719 3.1% 15,833 3.8% 11,667 2.9%

計 204,501 46.3% 129,583 31.2% 117,778 29.0%

大人 － － 6,542 1.6% 15,100 3.7%

高校生以下・障がい者 － － 3,367 0.8% 7,011 1.7%

シルバーパス － － 37,858 9.1% 32,289 8.0%

計 － － 47,767 11.5% 54,400 13.4%

広告 － － 1,344 0.3% 5,493 1.4%

442,132 100.0% 414,774 100.0% 405,817 100.0%

4,885 － 5,520 － 5,790 －

H22年度
（6月～）

H23年度 H24年度
（～12月）

定期券

車内収入

回数券

収入計

利用者数（人）
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2-4-2 運行経費 

 運行経費は減少傾向となっており、H22 年度に比べ H24 年度の月平均運行経費は約 6 割ま

で減少している。

①年度別運行経費（単位：円） 

※H22 年度の月平均運行経費は、6月 21 日からの運行開始のため、9.33 ヶ月で計算

2-4-3 収支 

 年度別収支は、収入が減少しているものの支出（運行経費）も減少しているため、収支率は

改善傾向となっている。

①年度別収支（単位：円） 

H22年度
（6月～）

H23年度 H24年度

運行経費 123,197,400 134,060,150 99,659,150

月平均運行経費 13,204,437 11,171,679 8,304,929

月平均運行経費の
H22年度に対する割合

100.0% 84.6% 62.9%

H22年度
（6月～）

H23年度 H24年度
（～12月）

収入 4,125,099 4,977,293 3,652,349

支出（運行経費） 123,197,400 134,060,150 74,744,363

収支（収入-支出） -119,072,301 -129,082,857 -71,092,014

収支率 3.3% 3.7% 4.9%



54

2-5 無料パスカード発行数 

 75歳以上に配布される無料パスカードは、実証運行を開始したH22年度に多くが発行され、

H23 年度以降は新たに 75 歳以上となった方々に配布されており、これまでに 4,816 枚が発

行されている。

無料バスカード発行数 

無料バスカード 

H22年度 H23年度 H24年度 計

発行枚数 3,960 460 396 4,816

【参考】きんちゃんバス利用者属性 
（バス停乗降者数調査結果）

小学生未満

(0.1%、4)
小・中学生

(1.2%、35)
高校生

(6.4%、184)

64歳以下

(22.3%、645)

65～74歳

(20.8%、601)

75歳以上

(48.0%、

1388)

無回答

(1.2%、36)

n =2,893
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2-6 周辺自治体が運行するバスとの乗換えダイヤ 

2-6-1 周辺自治体のバス運行状況 

弥富市周辺で運行されているコミュニティバスは、木曽岬町の自主運行バスと飛島村の飛島公

共交通バスがある。木曽岬町自主運行バスは木曽岬町と近鉄弥富駅を結ぶ生活交通路線としての

運行を目的としており、近鉄弥富駅との結びつきが強くなっている。一方、地域ニーズに対応し

た、利便性の高い公共交通サービスの提供を目的とした飛島公共交通バスは近鉄蟹江駅との結び

つきが強くなっている。

運行時刻 運賃 弥富市内の

バス停

きんちゃんバス（日曜・祝日及び年末年始は運休）

北部ルート

平日：１日１５便

休日：１日１２便

平日始発：７時００分

平日終発：１９時００分

休日始発：９時００分

休日終発：１７時３０分

南部ルート

平日：１日１５便

休日：１日１０便

平日始発：６時４０分

平日終発：１９時３５分

休日始発：８時００分

休日終発：１８時１５分

東部ルート

平日：１日５便

休日：１日４便

平日始発：８時００分

平日終発：１６時２０分

休日始発：８時５０分

休日終発：１５時５０分

大人 200 円

小学生から高校生 100 円

障害者及び同伴の介護者 100 円

75 歳以上・未就学児無料

飛島公共交通バス

蟹江線（毎日運行）

平日：１日４３便

休日：１日２８便

平日始発：６時７分

平日終発：２２時００分

休日始発：６時５７分

休日終発：２０時３５分

200 円

身体障害者 100 円

善太橋西

亀ヶ地

神戸新田

飛島コミュニティバ

ス（日曜・祝日及び

年末年始は運休）

１日８便

始発：９時１０分

終発：１５時５５分

大人 200 円

小児 100 円（小学生）

なし

※弥富市内

通過

木曽岬町自主運行バス（毎日運行）

中央線

１日３２便

始発：６時１８分

終発：２０時２４分

源緑見入線

１日１４便

始発：７時００分

終発：１９時５０分

一般 200 円

高校生以下 100 円

65 歳以上及び障害者 100 円

未就学児無料

前ヶ須

海南病院前

弥富市役所

近鉄弥富駅

※飛島公共交通バス「名港線」及び「乗合タクシー（海南病院通院支援タクシー）」は除く。
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飛島公共交通バス蟹江線 

飛島コミュニティバス

東部ルート左回り 

東部ルート右回り 

2-6-2 飛島公共交通バスとの乗換えダイヤ 

 現在のきんちゃんバスと周辺自治体のコミュニティバスにおいて接続を行っているのは、東

部ルートの「善太橋西」及び「亀ヶ地」バス停であり、これは本市が飛島村地域公共交通活

性化再生法定協議会に要望を行い、飛島公共交通バス（蟹江線）に新たに加わったバス停で

ある。

 東部ルートから「善太橋西」バス停にて蟹江線に乗換えた場合、近鉄蟹江駅までは 11 分であ

り、名古屋駅方面への利便性が向上する。

 各運行ダイヤから乗換えの待ち時間をみると、待ち時間は３分～75 分であり、平均で約 35
分と長くなっている。
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左回り 蟹江線 蟹江線 右回り
6:21 6:51
6:56 7:35
7:17 8:11 8:36
7:41 9:27
8:32 9:49 10:41
9:06 10:56
10:22 11:51
11:11 12:51
12:09 13:51

13:06 13:09 14:51 15:11
14:09 15:51
15:11 16:56
16:24 17:11

17:06 17:16 17:56
17:59 18:31
18:27 19:01
18:56 19:31
19:24 19:56
20:00 20:31
20:46 21:16
21:36 22:11

近

鉄

蟹

江

駅

左回り 蟹江線 蟹江線 右回り
6:21 6:51
6:56 7:35
7:17 8:11 9:26
7:41 9:27
8:32 9:49
9:06 10:56
10:22 11:51
11:11 12:51 13:43

11:38 12:09 13:51
13:09 14:51
14:09 15:51
15:11 16:56
16:24 17:11

16:38 17:16 17:56
17:59 18:31
18:27 19:01
18:56 19:31
19:24 19:56
20:00 20:31
20:46 21:16
21:36 22:11

近

鉄

蟹

江

駅

（1）竹田方面からの乗換え 

◆平日 

◆休日 

「善太橋西」にて乗換え 「善太橋西」にて乗換え 

「善太橋西」にて乗換え 

3 分 

10 分 

25 分 

52 分 

20 分 

31 分 

38 分 

75 分 

52 分 

「善太橋西」にて乗換え 
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右回り 蟹江線 蟹江線 左回り
6:21 6:51
6:56 7:35
7:17 8:11
7:41 9:27
8:32 9:49

8:36 9:06 10:56
10:22 11:51

10:41 11:11 12:51 13:06
12:09 13:51
13:09 14:51
14:09 15:51
15:11 16:56 17:06

15:11 16:24 17:11
17:16 17:56
17:59 18:31
18:27 19:01
18:56 19:31
19:24 19:56
20:00 20:31
20:46 21:16
21:36 22:11

近

鉄

蟹

江

駅

右回り 蟹江線 蟹江線 左回り
6:21 6:51
6:56 7:35
7:17 8:11
7:41 9:27
8:32 9:49
9:06 10:56 11:38

9:26 10:22 11:51
11:11 12:51
12:09 13:51
13:09 14:51

13:43 14:09 15:51 16:38
15:11 16:56
16:24 17:11
17:16 17:56
17:59 18:31
18:27 19:01
18:56 19:31
19:24 19:56
20:00 20:31
20:46 21:16
21:36 22:11

近

鉄

蟹

江

駅

（2）十四山総合福祉センター方面からの乗換え 

◆平日 

◆休日 

「善太橋西」にて乗換え 「善太橋西」にて乗換え 

「善太橋西」にて乗換え 「善太橋西」にて乗換え 

30 分 

30 分 

73 分 

15 分 

10 分 

56 分 

26 分 

42 分 

47 分 
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2-6-3 木曽岬町自主運行バスとの乗換えダイヤ 

 ＯＤ調査から、きんちゃんバスから木曽岬町自主運行バスへの乗換えは、木曽岬町民の弥富

市内への買い物時の需要が僅かに見られた。

 きんちゃんバスと木曽岬町自主運行バスの乗換えは、「歴史民俗資料館」、「海南病院前」、「弥

富市役所」、「近鉄弥富駅南口」、「近鉄弥富駅北口」のいずれかで可能である。

 各運行ダイヤから乗換えの待ち時間をみると、待ち時間は 2 分～168 分であり、各方面での

平均時間は、最も短いもので休日の木曽岬町自主運行バス中央線から東部ルート左回りで平

均 7 分である。

 平均で 30 分以上かかる乗換えが多く、休日における木曽岬町自主運行バス源緑見入線と東

部ルート右回り間での乗換えは平均約 119 分となっており、かなり長くなっている。
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中央線 左回り 右回り
6:44
7:20
7:48
8:16
9:00 9:32
10:00 10:02
11:00
12:00 12:12

12:52
13:00
14:00
15:00 15:02

15:42
16:00
17:00 17:42
18:00 18:15
19:09
20:09

（1）近鉄弥富駅における中央線からの乗換え 

①北部ルートへ乗換え

②南部ルートへ乗換え

中央線 左回り 右回り
6:44
7:20
7:48
8:16
9:00 9:44
10:00
11:00 11:14
12:00 12:44
13:00
14:00 14:14
15:00 15:44
16:00 17:00
17:00
18:00 19:00
19:09
20:09

44 分 

14 分 

44 分 

14 分 

44 分 

60 分 

60 分 

10 分 

60 分 

40 分 

15 分 

11 分 

60 分 

10 分 

30 分 

40 分 

26 分 

中央線 左回り 右回り
6:44
7:20 7:30
7:48
8:16
9:00 9:30

10:00
10:00
11:00
12:00 12:10

12:50
13:00
14:00 15:00
15:00 15:40
16:00
17:00 17:40
18:00 18:15
19:09 19:20

19:35
20:09

50 分 

◆平日 ◆休日

中央線 左回り 右回り
6:44
7:20
7:48
8:16
9:00 9:46
10:00
11:00 11:16
12:00 12:46
13:00
14:00 14:16
15:00 15:46
16:00 17:00
17:00 17:30
18:00
19:09
20:09

46 分 

16 分 

46 分 

16 分 

46 分 

60 分 

30 分 

62 分 

15 分 

2 分 

52 分 

◆休日◆平日

32 分 

12 分 

※ は近鉄弥富駅北口発、それ以外は近鉄弥富駅南口発 

42 分 

15 分 
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中央線 左回り 右回り
6:44
7:20
7:48
8:16 8:50
9:00
10:00
11:00 11:07
12:00
13:00 13:07
14:00
15:00
16:00 16:07
17:00
18:00
19:09
20:09

③東部ルートへ乗換え

④イオン・総合福祉センター方面（全ルート）へ乗換え

中央線 イオン方面
6:44
7:20
7:48
8:16 8:37
9:00 9:06

9:07
9:54

10:00
11:00 11:12

11:19
11:24
11:50

12:00 12:54
13:00 13:42
14:00 14:13

14:24
14:40

15:00 15:42
15:54

16:00 16:49
17:00 17:30
18:00
19:09
20:09

21 分 

6 分 

12 分 

54 分 

42 分 

13 分 

42 分 

49 分 

30 分 

◆平日 ◆休日
中央線 イオン方面
6:44
7:20
7:48
8:16 8:37
9:00 9:11

9:56
9:57

10:00
11:00 11:21

11:26
11:52

12:00 12:14
12:56

13:00 14:01
14:00 14:14

14:26
14:42

15:00 15:56
16:00 16:51
17:00 17:32
18:00
19:09
20:09

◆平日 ◆休日

34 分 

7 分 

7 分 

7 分 

12 分 

35 分 

5 分 

35 分 

35 分 

中央線 左回り 右回り
6:44
7:20
7:48 8:00
8:16
9:00
10:00 10:05
11:00
12:00 12:35
13:00
14:00 14:35
15:00
16:00 16:35
17:00
18:00
19:09
20:09

21 分 

6 分 

21 分 

14 分 

61 分 

14 分 

51 分 

32 分 

56 分 

15 分

2 分 
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源緑見入線 左回り 右回り
7:38 8:00
9:38 10:05
11:38 12:35
13:38 14:35
16:28 16:35
17:58
19:48

源緑見入線 左回り 右回り
7:38 9:32
9:38 10:02
11:38 12:12

12:52
13:38 15:02

15:42
16:28 17:42
17:58 18:15
19:48

源緑見入線 左回り 右回り
7:38
9:38 9:46

11:16
11:38 12:46
13:38 14:16

15:46
16:28 17:00

17:30
17:58
19:48

源緑見入線 左回り 右回り
7:38
9:38 9:44

11:14
11:38 12:44
13:38 14:14

15:44
16:28 17:00
17:58 19:00
19:48

源緑見入線 左回り 右回り
7:30

7:38 9:30
9:38 10:00
11:38 12:10

12:50
13:38 15:00

15:40
16:28 17:40
17:58 18:15

19:20
19:35

19:48

（2）近鉄弥富駅における源緑見入線からの乗換え 

①北部ルートへ乗換え

②南部ルートへ乗換え

③東部ルートへ乗換え

6分 

66 分 

36 分 

62 分 

◆平日 ◆休日

22 分 

57 分 

◆平日

72 分 

17 分 

82 分 

32 分 

112 分 

82 分 

22 分 

72 分 

122 分 

◆平日

57 分 

8 分 

68 分 

38 分 

62 分 

74 分 

17 分 

34 分 

114 分 

84 分 

24 分 

74 分 
124 分 

32 分 

源緑見入線 左回り 右回り
7:38 8:50
9:38 11:07
11:38 13:07
13:38 16:07
16:28
17:58
19:48

149 分 
89 分 

72 分 

89 分 

7 分 

27 分 

※ は近鉄弥富駅北口発、それ以外は近鉄弥富駅南口発 
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④イオン・総合福祉センター方面（全ルート）へ乗換え

（3）近鉄弥富駅における中央線への乗換え 

①北部ルートから乗換え

28 分 

2 分 
6 分 

23 分 

53 分 

23 分 

53 分 

10 分 

13 分 

43 分 

13 分 

43 分 
13 分 

22 分 

左回り 右回り 中央線
6:50
7:22

7:22 7:50
8:12

8:16
9:07

9:44
9:54

11:07
11:14

11:24
12:44

12:54
14:07

14:14
14:24
15:54 16:07

17:07
18:04 18:14

19:14
20:02 20:24

8:18

15:07

13:07

12:07

10:07

源緑見入線 イオン方面
7:38 8:37

9:06
9:07

9:38 9:54
11:12
11:19
11:24

11:38 11:50
12:54

13:38 13:42
14:13
14:24
14:40
15:42
15:54

16:28 16:49
17:30

17:58
19:48

59 分 

16 分 

12 分 

4 分 

21 分 

◆平日 ◆休日
源緑見入線 イオン方面
7:38 8:37

9:11
9:38 9:56

9:57
11:21
11:26

11:38 11:52
12:14
12:56

13:38 14:01
14:14
14:26
14:42
15:56

16:28 16:51
17:32

17:58
19:48

59 分 

18 分 

14 分 

23 分 

23 分 

◆平日 ◆休日

左回り 右回り 中央線
6:50
7:22
7:50
8:18
9:07

9:56 10:07
11:07

11:26 12:07
12:56 13:07

14:07
14:26 15:07
15:56 16:07

17:07
18:14
19:14
20:24

11 分 

41 分 

11 分 

41 分 

11 分 
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左回り 右回り 中央線
6:50
7:22
7:50
8:18

8:37 9:07
9:11 10:07

11:07
11:21

11:52
13:07

14:01 14:07
14:42 15:07

16:07
16:51 17:07

17:32 18:14
19:14
20:24

12:07

②南部ルートから乗換え

③東部ルートから乗換え

左回り 右回り 中央線
6:50
7:22
7:50
8:18
9:07

9:57 10:07
11:07
12:07

12:14 13:07
14:07

14:14 15:07
16:07
17:07

17:14 18:14
19:14
20:24

10 分 

53 分 

53 分 

60 分 

◆平日

25 分 

61 分 
30 分 

48 分 

54 分 

18 分 

12 分 

17 分 

27 分 

44 分 

左回り 右回り 中央線
6:50

7:14 7:22
7:25 7:50

8:18
8:37 9:07

9:06 10:07
11:07

11:19
11:50

13:07
14:07

14:13
14:40

16:07
16:49 17:07

17:30 18:14
19:02 19:14

20:24

15:07

12:07

8 分 

30 分 

56 分 

46 分 

6 分 

16 分 

15 分 

25 分 

42 分 

◆平日 ◆休日
左回り 右回り 中央線

6:50
7:22
7:50
8:18
9:07

9:07 10:07
11:07

11:12 12:07
13:07

13:42 14:07
15:07

15:42 16:07
17:07

17:42 18:14
19:14
20:24

60 分 

55 分 

25 分 

25 分 

32 分 

※ は近鉄弥富駅北口着、それ以外は近鉄弥富駅南口着 

◆休日
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左回り 右回り 源緑見入線
7:22 7:40
8:12

8:16
9:44

9:54
11:14

11:24
12:44

12:54
14:14

14:24
15:54

18:00
18:04 19:50

20:02

9:40

11:40

13:10

16:30

④イオン・総合福祉センター方面（全ルート）から乗換え

（4）近鉄弥富駅における源緑見入線への乗換え 

①北部ルートから乗換え

88 分 

136 分 

84 分 

26 分 

106 分 

16 分 

36 分 

14 分 

左回り 右回り 源緑見入線
7:40
9:40

9:56
11:26 11:40
12:56 13:10
14:26
15:56 16:30

18:00
19:50

14 分 

34 分 

◆平日 ◆休日

◆平日 ◆休日

2分 

57 分 

イオン方面 中央線
6:50
7:22
7:50
8:18
9:07

9:30
10:00
10:05 10:07

11:07
12:07

12:10 13:07
12:35
12:50 14:07
14:35
15:00 15:07
15:40 16:07
16:35 17:07
17:40 18:14

19:14
20:24

77 分 

7 分 

27 分 

32 分 
34 分 

5 分 

イオン方面 中央線
6:50
7:22
7:50
8:18
9:07

9:32
9:46
10:02 10:07

11:07
11:07
11:16 12:07
12:12
12:46
12:52 13:07
13:07 14:07
14:16
15:02 15:07
15:42
15:46 16:07
16:07 17:07
17:42 18:14

19:14
20:24

51 分 

15 分 

60 分 

5 分 

21 分 

60 分 

32 分 

26 分 
16 分 



67

イオン方面 源緑見入線
7:40

9:32 9:40
9:46
10:02
11:07
11:16 11:40
12:12
12:52
12:46
13:07 13:10
14:16
15:02
15:42
15:46
16:07 16:30
17:42 18:00

19:50

左回り 右回り 源緑見入線

7:14
7:25
8:37

9:06
11:19 11:40

11:50 13:10
14:13

14:40
16:49

17:30
19:02 19:50

7:40

9:40

16:30

18:00

イオン方面 源緑見入線
7:40

9:30 9:40
10:00
10:05 11:40
12:10
12:35
12:50 13:10
14:35
15:00
15:40 16:30
16:35
17:40 18:00

19:50

左回り 右回り 源緑見入線
7:40

8:37
9:11

11:21 11:40
11:52 13:10

14:01
14:42

16:51
17:32

19:50

9:40

16:30

18:00

②南部ルートから乗換え

③東部ルートから乗換え

④イオン・総合福祉センター方面（全ルート）から乗換え

◆平日 ◆休日

◆平日 ◆休日

◆平日 ◆休日

10 分 

34 分 

15 分 

26 分 

63 分 

21 分 

137 分 

110 分 

30 分 

71 分 

左回り 右回り 源緑見入線
7:40

9:07 9:40
11:12 11:40

13:10
13:42

15:42
17:42 18:00

19:50

16:30
168 分 

18 分 

33 分 

28 分 

48 分 

136 分 

56 分 

左回り 右回り 源緑見入線
7:40
9:40

9:57 11:40
12:14 13:10

14:14 16:30
17:14 18:00

19:50

46 分 

103 分 

95 分 

20 分 

50 分 

20 分 

8 分 

24 分 

3 分 

23 分 

18 分 

80 分 

48 分 

18 分 

19 分 

29 分 

28 分 
69 分 

63 分 

108 分 
149 分 
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2-7 モニタリング調査 

2-7-1 住民アンケート 

（1）調査の概要 

対象
・弥富市内に居住する 15歳以上の住民 2,000名※住民基本台帳より無作為抽出
・その他３団体：区長会（34名）、福寿会（10名）、女性の会（13名）

期間 8/3～8/20 
回収数 830名（回収率 40.4％）

（2）設問の流れ 

最寄りのバス停までの距離 バス停の設置要望

回数券・定期券・シルバーパスの利用状況

利用頻度

調査対象者 

性別 年齢 職業

住まい（小学校区別）

個人属性 

保有状況 返納の意向

自動車運転免許について 

日常生活の中での交通行動

主な交通手段

主に家を出る時間・帰る時間

利用者の特性把握 

バス停について 

きんちゃんバスの改善点 

きんちゃんバスを利用している人 きんちゃんバスを利用していない人 

免許返納後や運転できなくなったときの交通手段

主に外出する曜日

主な目的地

サービスの満足度 

サイクル＆バスライドの利用状況 

きんちゃんバス利用頻度の変化 

きんちゃんバス運行費用について 

利用していない理由 
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（3）調査結果 

①性別

男性

(38.4%、319)

女性

(51.7%、429)

無回答

(9.9%、82)

無回答

(0.5%、4)75歳以上

(6.7%、56)

65～74歳

(23.7%、197)

60～64歳

(12.9%、107)

50代

(16.6%、138)

40代

(12.8%、106)

30代

(11.8%、98)

20代

(8.9%、74)

10代

(6.0%、50)

会社員・公務

員

(26.4%、219)

自営業

(9.0%、75)

パート･アル

バイト

(15.6%、129)

学生

(7.0%、58)

専業主婦

(18.9%、157)

無職

(18.9%、157)

その他

(3.3%、27)

無回答

(0.8%、7)

弥生小学校

区

(16.7%、139)

桜小学校区

(18.3%、152)

白鳥小学校

区

(13.0%、108)

大藤小学校

区

(11.2%、93)

栄南小学校

区

(13.5%、112)

十四山地区

(26.1%、217)

無回答

(1.1%、9)

性別 年齢 

職業 住まい 

n = 830 n = 830

n = 829 n = 830



70

持っている

(83.4%、692)

返納した

(0.8%、7)

持っていない

(14.5%、120)

無回答

(1.3%、11)

返納する（予

定）

(10.4%、72)

返納する予

定はない

(53.1%、367)

わからない

(35.3%、244)

無回答

(1.2%、8)

票数 割合

3 4.2%

30 41.7%

37 51.4%

2 2.8%

72 100.0%

４．90歳以上

計

１．60歳代

選択肢

２．70歳代

３．80歳代

②自動車運転免許

運転免許の保有状況

 運転免許を保有していない人（返納した人を含む）は全体の 15.3％である。
 地区別では、弥生小学校区や桜小学校区で運転免許を保有していない人（返納した人を含む）

が多くなっている。

運転免許の返納について

 運転免許を保有している人のうち、返納する人（予定を含む）は全体の 10.4%である。
 返納を予定している年齢は 80歳代が最も多く、次いで 70歳代が多い。
 地区別では、白鳥小学校区で返納する（予定）の人が約２割と最も高く、桜小学校区では返

納する予定がない人が約６割と最も高い。

n = 692

【返納する（予定）年齢】

n = 830
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歩いて移動

する

(4.6%、29)

自転車で移

動する

(23.4%、147)

他の人に送

迎してもらう

(16.4%、103)

公共交通で

移動する

(26.9%、169)

わからない

(25.1%、158)

無回答

(3.7%、23)

運転免許返納後や運転できなくなったときの交通手段

 運転ができなくなった場合の代替手段として公共交通での移動を考えている人は全体の

26.9%であり、最も多い。
 地区別でみると、白鳥小学校区、大藤小学校区、栄南小学校区では約４割の人が「公共交通

で移動する」と回答したのに対し、弥生小学校区や桜小学校区などでは約４割の人が「自転

車で移動する」と回答している。

n = 692
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③日常生活の中での交通行動

主な交通手段

 全ての目的において、「自分で車を運転する」が最も多い。

 「通勤通学」及び「買い物」については、近鉄名古屋線を利用する人が多い。

 「通院」については「車で送迎してもらう」が「自分で車を運転する」に次いで多い。

 全ての目的において、「きんちゃんバス」の利用者はごく少数である。さらに、「飛島公共

交通バス」「木曽岬町自主運行バス」の利用者はさらに少数である。

 地区別にみると、弥生小学校区や桜小学校区は、他地区と比較して「歩き」や「自転車」

の割合が多くなっている。

 日常的にきんちゃんバスを利用している人は大藤小学校区（南部ルート）や白鳥小学校区

（北部ルート）に多い。

 十四山地区や大藤小学校区、白鳥小学校区は「自分で車を運転する」人がかなり多い。

 栄南小学校区は、近鉄名古屋駅を利用した通勤通学の割合が最も多くなっている。

9.4%

12.3%

8.7%

0.5%

0.4%

0.9%

19.1%

3.5%

0.3%

31.2%

7.9%

13.0%

1.4%

58.8%

15.7%

2.2%

0.3%

0.0%

2.1%

5.1%

0.5%

0.1%

0.1%

20.0%

7.1%

15.0%

2.0%

61.0%

9.0%

2.9%

0.0%

0.1%

0.4%

2.4%

0.3%

0.1%

0.0%

19.4%

8.6%

16.9%

2.0%

67.3%

19.3%

2.8%

0.8%

0.2%

1.6%

20.7%

3.3%

1.2%

0.2%

11.1%

1.5%

46.3%

1.3%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

歩き

自転車

バイク

自分で車を運転する

車で送迎してもらう

きんちゃんバス

飛島公共交通バス

木曽岬町自主運行バス

タクシー

近鉄名古屋線

JR関西線

名鉄尾西線

その他

無回答

通勤通学　n=780

通院　　　　n=769

公共施設　n=793

買い物　　 n=830
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主に外出する曜日

 「通勤通学」に関しては、平日が最も多く、土・日・祝日は約１割である。

 「通院」に関しては、「特に決まっていない」が最も多く、次いで平日である。日･祝日は

ほとんどみられない。

 「公共施設」に関しては、「特に決まっていない」が最も多く、次いで平日が多い。

 「買い物」に関しては「特に決まっていない」が約半分を占め、次いで日曜・祝日、土曜

が多い。

 地区別では、どの地区も全体と傾向が似通っている。

36.4%

13.2%

13.7%

13.8%

10.5%

17.2%

37.8%

11.4%

3.9%

3.4%

2.6%

2.0%

2.7%

3.6%

0.9%

34.1%

50.6%

11.6%

1.5%

2.9%

2.3%

2.8%

2.1%

4.8%

4.7%

27.2%

57.9%

11.4%

6.4%

8.2%

5.9%

5.3%

6.1%

23.3%

29.8%

45.8%

24.6%

15.1%

15.0%

13.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

平日(土･日･祝日以外)

月曜日

火曜日

水曜日

木曜日

金曜日

土曜日

日曜･祝日

特に決まっていない

無回答

通勤通学　n=780

通院　　　　n=769

公共施設　n=793

買い物　　 n=830
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【 通勤・通学 】 【 通 院 】 

【 公共施設 】 【 買 い 物 】 

13.3%

21.4%

3.1%

1.3%

0.3%

1.7%

1.0%

1.9%

35.6%

2.1%

1.2%

1.2%

1.0%

1.9%

3.7%

6.5%

7.3%

9.9%

13.1%

18.5%

6.7%

36.0%

2.9%

2.7%

7.4%

18.5%

0% 20% 40% 60%

7時より前

7時台

8時台

9時台

10時～11時台

12時～13時台

14時～15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

特に決まっていない

無回答

出る時間

帰る時間

1.0%

4.0%

10.4%

1.7%

1.7%

2.5%

1.8%

0.3%

35.1%

0.3%

0.0%

0.7%

2.1%

14.7%

13.9%

2.9%

1.4%

2.5%

3.1%

1.6%

20.5%

40.4%

15.3%

12.9%

0.9%

16.6%

0% 20% 40% 60%

7時より前

7時台

8時台

9時台

10時～11時台

12時～13時台

14時～15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

特に決まっていない

無回答

出る時間

帰る時間

0.0%

0.4%

11.9%

3.4%

1.6%

1.0%

0.5%

1.3%

39.2%

0.5%

0.0%

0.4%

2.5%

9.6%

8.2%

5.7%

3.3%

2.0%

1.1%

1.5%

24.6%

44.0%

3.9%

12.1%

5.2%

23.7%

0% 20% 40% 60%

7時より前

7時台

8時台

9時台

10時～11時台

12時～13時台

14時～15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

特に決まっていない

無回答

出る時間

帰る時間

0.5%

1.3%

28.0%

8.7%

5.9%

6.9%

4.6%

2.2%

18.1%

0.5%

0.1%

0.5%

0.6%

11.4%

13.1%

7.1%

7.3%

6.4%

6.1%

6.6%

31.6%

22.5%

2.8%

12.7%

6.4%

26.5%

0% 20% 40% 60%

7時より前

7時台

8時台

9時台

10時～11時台

12時～13時台

14時～15時台

16時台

17時台

18時台

19時以降

特に決まっていない

無回答

出る時間

帰る時間

n = 780 n = 769

n = 793 n = 830

主に家を出る時間・帰る時間

 「通勤・通学」に関しては、「家を出る時間」は９時台までが多く、「家に帰る時間」は 14

時以降から次第に増え始めるが、「家を出る時間」に比べてバラつきがある。

 「通院」に関しては、「家を出る時間」は８時台～11時台までが多く、「家に帰る時間」は
10時～13時までがほとんどを占める。

 「公共施設」に関しては、「家を出る時間」が 9 時～11 時台まで、「家に帰る時間」が 10
時～13時までが多い。

 「買い物」に関しては、「家を出る時間」が 9時台～11時台までが多いが、「家に帰る時間」
にはバラつきが見られる。また、「特に決まっていない」が約３割を占めている。

 地区別では、どの地区も傾向が似通っている。
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20.9%

21.7%

9.4%

5.5%

1.0%

0.6%

36.5%

44.6%

8.1%

3.8%

3.9%

3.4%

1.2%

1.2%

0.3%

0.3%

43.4%

46.5%

1.3%

1.5%

0.8%

0.8%

0.9%

0.3%

0.1%

0.3%

50.3%

54.3%

29.0%

2.3%

12.7%

13.7%

6.4%

11.8%

1.6%

3.4%

23.7%

4.7%

3.2%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

弥富市内

名古屋市

飛島村

蟹江町

愛西･一宮･稲沢･津島市

その他県内

三重県

岐阜県

その他県外

無回答

通勤通学　n=780

通院　　　　n=769

公共施設　n=793

買い物　　 n=830

主な目的地

 「通勤通学」に関しては、「名古屋市」「弥富市内」が多い。

 「通院」に関しては、「弥富市内」が最も多い。

 「公共施設」に関しては、「弥富市内」が最も多く、約半分を占める。それ以外はほとんど

みられない。

 地区別でみると、「買い物」に関しては、「弥富市内」が最も多く、次いで「名古屋市」が

多い。栄南小学校区や十四山地区は他の地区と比較して飛島村や蟹江町への移動が多い。

 弥生小学校では、「愛西・一宮・稲沢・津島」方面への移動が多い。
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利用していな

い

(94.9%、788)

利用している

(5.1%、42)

日常生活でのきんちゃんバス利用の有無

 日常生活の移動の際に、きんちゃんバスを利用してるのは全体のわずか５％である。

 大藤小学校区や栄南小学校区（南部ルート）では、約１割と他の地区と比べて高くなって

いるが、弥生小学校区（北部ルート）では利用者はみられない。

n = 42 

無回答

(2.4%、1)

75歳以上

(19.0%、8)

65～74歳

(19.0%、8)

60～64歳

(11.9%、5)
50代

(7.1%、3)

40代

(7.1%、3)

30代

(2.4%、1)

20代

(14.3%、6)

10代

(16.7%、7)

◆利用者の年齢構成 
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週に5日以上

(9.5%、4)

週に3～4日

(11.9%、5)

週に1～2日

(11.9%、5)月に数回程

度

(52.4%、22)

無回答

(14.3%、6)

回数券を利

用している

(19.0%、8)

定期券を利

用している

(2.4%、1)

シルバーパ

スを利用して

いる

(2.4%、1)

無料で乗車

できる（75歳

以上）

(14.3%、6)

いずれも利

用していない

(52.4%、22)

無回答

(9.5%、4)

④きんちゃんバスの利用状況

（「主に利用する交通手段」で「きんちゃんバス」と回答した人のみ）

きんちゃんバス利用者の利用頻度

 きんちゃんバスの利用頻度については、月に数回程度が約半分を占めている。

「回数券」「定期券」「シルバーパス」の利用状況

 「回数券」、「定期券」、「シルバーパス」の利用状況については、「いずれも利用していない」

が約半分を占めている。

 「定期券」または「シルバーパス」の利用はほとんどみられない。

n = 42 

n = 42 
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←非常に良い 非常に悪い→

項　　　目

n=34

n=31

n=30

n=32

n=34

n=31

n=34

n=32

n=30

n=32

n=36

n=35

n=2

n=37

平均値

１２．安全性

１３．その他

１．運行ダイヤ・便数

２．運行路線数・ルート

３．始発・終バス時間

６．ダイヤ・運賃・路線などの情報

４．バス停の距離・間隔

５．到着時刻の正確さ

９．他の交通機関との乗り継ぎ

７．料金

１４．総合的な満足度

１１．運転手や係員の態度

８．車などに比べた所要時間

１０．天候が悪いときの利用

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に良い やや良い ふつう やや悪い 非常に悪い

4.03

3.35

3.73

2.91

2.56

3.06

2.71

3.50

3.27

3.13

2.42

2.26

3.50

3.11

←非常に良い 非常に悪い→

項　　　目

１１．運転手や係員の態度

８．車などに比べた所要時間

１０．天候が悪いときの利用

９．他の交通機関との乗り継ぎ

７．料金

１４．総合的な満足度

１２．安全性

１３．その他

１．運行ダイヤ・便数

２．運行路線数・ルート

３．始発・終バス時間

６．ダイヤ・運賃・路線などの情報

４．バス停の距離・間隔

５．到着時刻の正確さ

4.03

3.35

3.73

2.91

2.56

3.06

2.71

3.50

3.27

3.13

2.42

2.26

3.50

3.11

サービスの満足度

 利用している人の満足度としては、「安全性」、「運転手や係員の態度」、「到着時刻の正確さ」

に関しては評価が高い。

 一方で、「運行ダイヤ・便数」や「始発・終バス時間」については評価が低く、昨年度と比

較しても評価が大きく低下している。

 「料金」、「他の交通機関との乗り継ぎ」を除く全ての項目で昨年度と比較して評価が低下

している。

満足度の経年比較

Ｈ２２年度調査

Ｈ２３年度調査

Ｈ２４年度調査

【参考】サービス満足度の経年比較 
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2.4%

2.4%

11.9%

9.5%

40.5%

0.0%

2.4%

35.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

「鍋田支所」の駐輪場を

利用したことがある

「南部コミュニティセンター」の

駐輪場を利用したことがある

「十四山総合福祉センター」の

駐輪場を利用したことがある

「十四山支所」の駐輪場を

利用したことがある

駐輪場を利用できることを知って

いたが、利用したことはない

駐輪場を利用できる

ことを知らなかった

その他

無回答

4.0%

4.0%

20.0%

16.0%

60.0%

4.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

「鍋田支所」の駐輪場を

利用したことがある

「南部コミュニティセンター」の

駐輪場を利用したことがある

「十四山総合福祉センター」の

駐輪場を利用したことがある

「十四山支所」の駐輪場を

利用したことがある

駐輪場を利用できることを知って

いたが、利用したことはない

駐輪場を利用できる

ことを知らなかった

その他

⑤サイクル＆バスライド駐輪場

（「主に利用する交通手段」で「きんちゃんバス」と回答した人のみ）

 サイクル＆バスライドの利用者はきわめて低い。

 「駐輪場を利用できることを知らなかった」が 35.7%を占め、無回答を除くと６割が該当

する。

n = 42 n = 25 

◆無回答を除いた割合 



80

29.2%

34.8%

16.9%

15.6%

25.4%

2.7%

5.4%

6.7%

14.9%

16.5%

15.3%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40%

路線・ルートが合わない

便数が少ない

バス停が遠い（ない）

始発・終バス時間が合わない

移動に時間がかかる

バスとバスの乗り継ぎが不便

バスと鉄道の乗り継ぎが不便

料金が高い

利用の仕方が分かりにくい

その他

その他２　車があるから

無回答

⑥きんちゃんバスを利用しない理由

（「主に利用する交通手段」で「きんちゃんバス」と回答しなかった人）

 きんちゃんバスを利用しない理由としては、昨年度同様に「路線・ルートが合わない」「便

数が少ない」が多く、昨年度よりも増加している。

 昨年度と比較して、「始発・終バス時間が合わない」が増加している。

 一方で、「乗り継ぎが不便」と回答した人は、昨年度と比較して減少している。

 地区別でみると、大藤小学校区、栄南小学校区で、「便数が少ない」「始発・終バス時間が

合わない」と回答する人が多い。

 栄南小学校区、十四山地区において、「移動に時間がかかる」と回答する人が多い。

 十四山地区においては、｢バス停が遠い（ない）｣と回答する人が多い。

n = 764

9.6%

15.5%

21.2%

22.0%

8.1%

2.4%

29.5%

24.3%

13.0%

4.9%

26.3%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40%

路線・ルートが合わない

便数が少ない

バス停が遠い（ない）

始発・終バス時間が合わない

移動に時間がかかる

バスとバスの乗り継ぎが不便

バスと鉄道の乗り継ぎが不便

料金が高い

利用の仕方が分かりにくい

その他

その他２　車があるから

無回答
n = 799

【参考】昨年度の調査結果 
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⑦バス停

最寄りのバス停までの距離

 回答者の約５割が最寄りのバス停まで５分以内に居住している。

 回答者の約１割が最寄りのバス停の位置を把握していない。

 地区別でみると、５分以内と回答した人は約４割であり、他地区と比較してバス停までが

やや遠くなっている。

 「バス停の位置を知らない人」は栄南小学校区では全体の約５％であるのに対して、桜小

学校区では約２割を占めている。

新たに設置して欲しいバス停

 新しいバス停の設置要望は「特にない」が約８割と高くなっている。

 具体的な設置要望箇所としては、「大藤小学校」、「本浄寺前」が多くなっている。

n = 828

3分以内

(23.3%、193)

3～5分以内

(28.9%、239)

5～10分以内

(19.3%、160)

10分以上

(10.3%、85)

位置を知らな

い

(13.0%、108)

無回答

(5.2%、43)

n = 830

バス停を設

置して欲しい

(9.3%、77)

特にない

(76.5%、635)

無回答

(14.2%、118)
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バス停の設置要望（２票以上）

No. 要望場所 要望数

1 大藤小学校 4

2 本浄寺前 3

3 ＪＡ十四山支店 2

4 社教センター 2

5 手を挙げたら止まる 2

6 大藤保育所 2

7 東弥生台入口 2

8 服部整形外科皮フ科 2

9 平島 2

10 弥富駅 2

11 十四山東公園 2

バス停設置要望箇所
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⑧きんちゃんバスの改善点

改善要望

 改善点については、「便数の増便」「ダイヤの改正」「ルートの改正」に対する要望が高い。

 特に「ルートの改正」は、昨年度と比較して要望する人が多くなっている。

 便数を増便」に関しては、栄南小学校区や大藤小学校区（南部ルート）や白鳥小学校区（北

部ルート）で特に要望が多くなっている。

 栄南小学校区や大藤小学校区については、｢ダイヤの改正｣についても要望が多い。

 「ルートの改正」に関しては、白鳥小学校区が特に多くなっている。

 要望が改善された際の利用意向については、大藤小学校区が最も高く、約８割の人が「利

用するようになる」と回答しているのに対し、弥生小学校区（南部ルート）では、「今まで

通り利用しない」が約４割と多くなっている。

「①」の要望が改善された場合の今後の利用意向

 要望が改善された場合の利用意向としては、全体の約７割が「ますます利用する」または

「今まで利用していなかったが利用するようになる」と回答している。

ますます利

用する

(7.2%、31) 今まで通り利

用する

(4.7%、20)

今まで利用し

ていなかった

が利用する

ようになる

(66.2%、284)

今まで通り利

用しない

(19.1%、82)

無回答

(2.8%、12)

n = 429

項　　　目

n=358

n=287

n=292

n=275

n=208

n=266

n=291

n=31

１．便数を増便

８．その他

７．運行時刻や路線の案内

３．ルートの改正

４．運賃の割引制度の拡大

５．バスとバスの乗り継ぎ

６．バスと鉄道の乗り継ぎ

２．ダイヤの改正

38.3%

34.5%

30.8%

18.5%

14.4%

20.7%

25.1%

58.1%

27.4%

21.1%

16.8%

25.2%

21.6%

6.5%

17.0%

17.1%

20.5%

14.9%

25.5%

17.3%

21.3%

24.7%

32.7%

31.6%

32.3%

24.0%

27.2%

21.6%

21.4%

3.2%

43.3%

45.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

改善を大いに要望する 改善を要望する 改善をやや要望する 改善を要望しない
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【参考】昨年度の調査結果

改善要望

「①」の要望が改善された場合の今後の利用意向

無回答

(3.4%、17)
今まで通り利

用しない

(12.3%、62)
今まで通り利

用する

(6.7%、34)

ますます利

用する

(11.9%、60)

今まで利用し

ていなかった

が利用する

ようになる

(65.8%、333) n = 506

項　　　目

n=436

n=369

n=384

n=376

n=284

n=340

n=375

n=38

７．運行時刻や路線の案内

８．その他

３．ルートの改正

４．運賃の割引制度の拡大

５．バスとバスの乗り継ぎ

６．バスと鉄道の乗り継ぎ

１．便数を増便

２．ダイヤの改正

32.1%

22.8%

21.9%

19.9%

15.1%

20.6%

17.1%

47.4%

27.5%

28.5%

23.4%

21.0%

21.5%

29.7%

23.7%

13.2%

20.0%

22.5%

21.4%

18.9%

23.9%

19.4%

25.3%

2.6%

20.4%

26.3%

33.3%

40.2%

39.4%

30.3%

33.9%

36.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

改善を大いに要望する 改善を要望する 改善をやや要望する 改善を要望しない



85

⑨運行費用

運行費用に対する意識

 「便利にするためには、費用がかかってもかまわない」と回答する人が最も高くなってい

る。

 きんちゃんバスの利用者のみに絞ってみても「便利にするためには、費用がかかってもか

まわない」と回答する人が最も高い。

 一方で、「不便になったとしても費用は減らすべきだ」と回答した人は、ほとんどが普段き

んちゃんバスを利用していない。

便利にする

ためには、費

用がかかっ

てもかまわな

い

(33.3%、14)

今のままでよ

い

(23.8%、10)

不便になった

としても、費

用は減らす

べきだ

(2.4%、1)

わからない

(31.0%、13)

無回答

(9.5%、4)

便利にする

ためには、費

用がかかっ

てもかまわな

い

(23.5%、195)

今のままでよ

い

(19.2%、159)

不便になった

としても、費

用は減らす

べきだ

(15.3%、127)

わからない

(31.8%、264)

無回答

(10.1%、84)

n = 829 n = 42 

◆きんちゃんバス利用者のみ 
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項　　　目

n=575

n=552

n=503

n=552

n=567

３．地域住民みんなでバス路線を維持する費用の一
部を負担し、市の負担を減らすべき

５．市民の交通手段を確保するためには、市の負担
もやむを得ない

４．地域の企業や商店がバス路線を維持する費用の
一部を負担し、市の負担を減らすべき

１．バスの運賃を上げて収入を増やし、市の負担を減
らすべき

２．地域住民が率先してバスに乗るようにして収入を
増やし、市の負担を減らすべき

18.6%

46.9%

22.9%

52.7%

53.1%

17.2%

21.6%

22.7%

19.7%

22.2%

64.2%

31.5%

54.5%

27.5%

24.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらでもない そうとは思わない

運行費用の負担に対する考え

 運行費用の負担については、「バスの運賃の値上げ」や「地域住民による費用の一部負担」に

関してはそう思わないという回答が高い一方で、「市の負担もやむを得ない」や「企業や商

店による費用の一部負担」、「率先してバスに乗るようにする」が高くなっている。

 運行費用の負担について、バス利用者のみに絞ってみると、「率先してバスに乗るようにする」

と回答する人が約７割と高くなっている。

 「バスの運賃の値上げ」に関しては、全体と比較して「そう思わない」と回答する人が多く

なっている。

項　　　目

n=25

n=30

n=21

n=25

n=27

３．地域住民みんなでバス路線を維持する費用の一
部を負担し、市の負担を減らすべき

５．市民の交通手段を確保するためには、市の負担も
やむを得ない

４．地域の企業や商店がバス路線を維持する費用の
一部を負担し、市の負担を減らすべき

１．バスの運賃を上げて収入を増やし、市の負担を減
らすべき

２．地域住民が率先してバスに乗るようにして収入を
増やし、市の負担を減らすべき

16.0%

66.7%

33.3%

40.0%

51.9%

16.0%

13.3%

28.6%

24.0%

40.7%

68.0%

20.0%

38.1%

36.0%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらでもない そうとは思わない

◆きんちゃんバス利用者のみ 
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⑩自由意見

票数

①きんちゃんバスは見直すべき（不要・代替検討） 51

②現状維持（将来利用する） 40

③改善の希望（時間・ルート・便数・バス停・運賃・小型化・運転マナー） 185

④バスの周知度が低い（利用方法・PR・情報提供） 29

⑤きんちゃんバスに関するその他の意見 19

⑥利用していないのでよくわからない（アンケートについて） 25

⑦その他 44

計 393

複数回答

その他

意見の内容

弥富市
きんちゃんバス
について
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2-7-2 企業アンケート 

（1）調査の概要 

対象 弥富市の臨海部に立地する企業 132 社※事業所統計より抽出

期間 8/3～8/20 

回収数 49 社（回収率 37.1％）

（2）設問の流れ 

必要である 

きんちゃんバスへの要望

きんちゃんバスについて 

利用推奨

考えていない考えている

必要ではない 

必要である理由 

企業情報 

事業所名 ご担当者様情報

クルマ通勤者の居住エリアについて 

事業所の形態

主な通勤手段就業時間

通勤者用駐車場について 

通勤に関する企業の制度ついて 

環境等に配慮した通勤促進の取組みについて 

通勤にバスを利用する場合に利便性が高い駅について 

臨海部におけるきんちゃんバス運行の必要性 

必要ではない理由 

運行時刻 運行便数 バス停の位置

運賃 その他 特にない

改善点 

必要である 
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0.0%

4.1%

59.2%

67.3%

34.7%

0% 20% 40% 60% 80%

事務所・営業所

工場・作業場

輸送センター・配送

センター・車庫・倉庫

その他

無回答

16.3%

59.2%

93.9%

95.9%

95.9%

95.9%

95.9%

0.0%

30.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月

火

水

木

金

土

日

祝日

無回答

（3）調査結果 

①企業情報

 事業所の形態としては、「事務所・営業所」が約７割と最も多く、次いで工場・作業場が約４

割を占めている。

 事業所の稼働日としては、ほとんどの事業所が平日に稼動しており、土曜の稼動は約６割で

ある。一方で、日曜の稼動は約２割である。

n = 49 

事業所の形態 n = 49 

事業所の稼働日 
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無回答

(24.8%、521)
定時

(55.3%、

1160)
交代

(19.9%、417)

無回答

(18.4%、9)

定時＋交代

(12.2%、6)

定時

(65.3%、32)

交代

(4.1%、2)

 就業形態別の企業数では、定時制のみの企業が最も多く、従業員数でみても定時制従業員が

最も多くなっている。

 定時制従業員の就業時間に着目すると、始業時間は 8 時半～9 時、終業時間は 17 時半～18
時半が最も多い。

0 0 0 0 0 0 0 0 0
40

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
50

0
25

226

695

28
75

0 0 0
40

30 0 0

117

748

0

93

0

144

0 00
0

100

200

300

400

500

600

700

800

7:00

～

7:30

7:30

～

8:00

8:00

～

8:30

8:30

～

9:00

9:00

～

10:00

10:00

～

11:00

11:00

～

12:00

12:00

～

13:00

13:00

～

14:00

14:00

～

15:00

15:00

～

16:00

16:00

～

16:30

16:30

～

17:00

17:00

～

17:30

17:30

～

18:00

18:00

～

19:00

19:00

～

20:00

20:00

～

21:00

21:00

～

22:00

22:00

～

23:00

23:00

～

0:00

0:00

～

1:00

始業時間

就業時間

定時制従業員の就業時間 n = 1,160 

n = 49 

定時：定時制従業員のみで構成される企業

定時+交代：定時制従業員と交代制従業員で構成される企業

交代：交代制従業員のみで構成される企業

無回答：就業形態が判断できない企業

就業形態別の企業数 就業形態別の従業員数 

定時：定時制従業員

交代：交代制従業員

無回答：就業形態が判断できない従業員

n = 2,098 
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②通勤手段

 ８割以上の従業員がマイカーで通勤しており、「電車及びバス」または「バス」での通勤は全

従業員で僅か 0.3％である。

 マイカー通勤者は、県内東方面からの通勤者が約５割を占め、弥富市内に居住しているのは

12.6％のみである。

マイカー通勤者の居住エリア 

n = 1,758 

弥富市

三重県 

静岡県

県内北方面

県内東方面

三重県

(15.8%、277)

岐阜県

(0.6%、11)

県内東方面

(50.3%、884)

弥富市内

(12.6%、221)

県内北方面

(17.7%、311)

その他

(1.4%、25)

無回答

(1.6%、29)

岐阜県 

0.0%

0.3%

89.3%

0.2%

0.1%

9.7%

0.2%
0.1%

7.5%

83.8%

1.1%

0.7%

0.2%

0.1%

0% 50% 100%

徒歩・自転車

バイク

マイカー

電車・バス

バス

送迎バス

その他 全従業員

定時従業員

票数 割合 企業数 票数 割合 企業数

23 1.1% 3 0 0.0% 0

15 0.7% 6 3 0.3% 3

1,758 83.8% 48 1,036 89.3% 37

4 0.2% 3 2 0.2% 2

2 0.1% 2 1 0.1% 1

158 7.5% 6 113 9.7% 4

2 0.1% 2 2 0.2% 2

136 6.5% 1 3 0.3% 1

2,098 100.0% 1,160 100.0%

６．送迎バス

７．その他

無回答

全従業員

２．バイク

１．徒歩・自転車

３．マイカー

定時従業員
選択肢

計

４．電車・バス

５．バス

通勤手段 
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③通勤者用駐車場

 通勤者用駐車場については、「10～50 台」が最も多く、約４割である。

 通勤者用駐車場の台数について回答した事業所 39 社のうち、38 社において通勤者用駐車場

の台数がクルマ通勤者数に対して十分に用意されている。

 無回答の１社を除く全ての事業所において、通勤者用駐車場が無料で利用できる。

 通勤者用駐車場の利用に際し、「誰でも自由に利用できる」「事前に登録すれば誰でも利用で

きる」を合わせた割合は 57.1％である。

十分：クルマ通勤者数に対し通勤者用駐車場台数が同じかそれ以上

不十分：クルマ通勤者数よりも通勤者用駐車場が少ない

150台以上

(6.1%、3)

100～150台

(0.0%、0)
10～50台

(42.9%、21)

10台未満

(20.4%、10)

50～100台

(10.2%、5)

無回答

(20.4%、10)

十分

(97.4%、38)

不十分

(2.6%、1)

クルマ通勤者数に対する通勤者用駐車場台数 通勤者用駐車場の台数 

n = 49 n = 39 

無回答

(2.0%、1)

無料

(98.0%、48)

有料

(0.0%、0)

無回答

(4.1%、2)

一定の条件

を満たす者

のみ登録・利

用できる

(34.7%、17)

誰でも自由に

利用できる

(40.8%、20)

事前に登録

すれば誰で

も利用できる

(16.3%、8)

原則として、

クルマ通勤

は認めてい

ない

(0.0%、0)

その他

(4.1%、2)

通勤者用駐車場の利用料金 通勤者用駐車場の利用条件 

n = 49 n = 49 
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その他

(2.3%、1)

距離に応じて

(84.1%、37)

一定額

(11.4%、5)

無回答

(2.3%、1)

その他

(0.0%、0)

距離に応じて

(50.0%、5)一定額

(40.0%、4)

無回答

(10.0%、1)

任意保険に加入 3社 

自動車保険に加入していること 1 社 

自動車保険（対人対物無制限）への加入 1社 

保険（対人、無制限） 1 社 

社員であること、任意保険の内容（保障）の基準あり 1 社 

免許証有効期限、自賠責保険、任意保険（無制限） 1 社 

電車、バスなど公共機関の利用ができない場合 1 社 

10 ㎞圏外 1社 

法令講習の受講等 1社 

記入なし 1社 

無回答

(6.1%、3)

無

(69.4%、34)

有

(24.5%、12)

無回答

(2.0%、1)
無

(8.2%、4)

有

(89.8%、44)

有

(20.4%、10) 無

(63.3%、31)

無回答

(16.3%、8)

④通勤に関する企業の制度・規定

 約９割の企業がマイカー通勤の手当てが有ると回答している。手当てとしては距離に応じた

手当てが最も多い。

 一方で、徒歩・自転車通勤に対する手当てを支給している事業所は２割のみである。

 マイカー通勤に関する許可基準を設けている事業所は 24.5％であり、約 7割の事業所では誰
でもマイカーで通勤することができる。

マイカー通勤に対する手当ての有無 マイカー通勤に対する手当て 

徒歩・自転車通勤に対する手当ての有無 徒歩・自転車通勤に対する手当て

n = 49 n = 44 

n = 49 n = 10 

n = 49 
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その他

(14.3%、7)

地下鉄名古

屋港駅

(40.8%、20)

近鉄佐古木

駅

(0.0%、0)

近鉄弥富駅

(12.2%、6)

近鉄蟹江駅

(26.5%、13)

無回答

(6.1%、3)

あおなみ線稲永駅 1 社

あおなみ線金城ふ頭 1 社

金山駅 1 社

地下鉄築地口駅 1 社

利用予定なし 2 社

記入なし 1 社

⑤通環境等に配慮した通勤促進の取組み状況及び今後の実施予定等

 環境に配慮した取組みとして、最も取り組んでいる事業所が多いのは「時差出勤の導入」で

ある。しかし、いずれの項目についても約９割の事業所が予定無しと回答している。

⑥通勤にバスを利用する場合、利便性の高い駅

 最も多かったのは、「地下鉄名古屋港駅」であり、「近鉄弥富駅」または「近鉄蟹江駅」と回

答した事業所とほぼ同数である。

項　　　目

n=46

n=46

n=46

n=46

n=46

n=46

n=47

n=12

マイカー通勤の抑制について従業員への情
報提供・呼びかけ

通勤実態や通勤に対する意向の調査

ノーマイカーデー等の実施

通勤制度の見直し・変更

時差出勤の導入

通勤バスの運行

徒歩・自転車通勤のための更衣室、駐輪場
などの整備

その他

8.7%

6.5%

13.0%

4.3%

10.6%

91.3%

91.3%

97.8%

84.8%

91.3%

97.8%

89.4%

100.0%

2.2%

2.2%

4.3%

2.2%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施済 実施予定 検討中 予定無し

【その他の内訳】

n = 49 
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無回答

(4.1%、2) 必要である

(24.5%、12)

必要ではな

い

(71.4%、35)

16.7%

0.0%

41.7%

25.0%

0.0%

8.3%

41.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

運行時刻

運行便数

バス停の位置

運賃

その他

特にない

無回答

⑦臨海部におけるきんちゃんバスの必要性

 「必要である」と回答した事業所は全体の 4分の１のみである。
 昨年度の同様の調査結果と比較すると、「必要である」と回答した事業所の割合は約半分に減

少している。

⑧きんちゃんバスの改善点

 昨年度の同様の調査結果と比較すると、「運行便数」を改善してほしいと回答する事業所が増

加している。

無回答

(16.3%、7)

必要である

(46.5%、20)

必要ではな

い

(37.2%、16)

n = 49 n =43 

【参考】昨年度調査結果 

n = 20

15.0%

10.0%

25.0%

40.0%

30.0%

40.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

運行時刻

運行便数

バス停の位置

運賃

その他

特にない

無回答

n = 49 n = 20 

【参考】昨年度調査結果 

※昨年度の調査では、「臨海部にきんちゃ

んバスが必要である」と回答した企業のみ

が設問に回答 
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⑨きんちゃんバスの利用推奨

 きんちゃんバスの利用推奨を考えている事業所は約１割であり、昨年度の同様の調査結果と

比較しても、大幅に減少している。

⑩自由意見

考えていない

(77.6%、38)

考えている

(14.3%、7)

無回答

(8.2%、4)

考えていない

(55.0%、11)

考えている

(45.0%、9)

無回答

(0.0%、0)

n = 49 n = 20 

【参考】昨年度調査結果 

※昨年度の調査では、「臨海部にきんちゃ

んバスが必要である」と回答した企業の

みが設問に回答 

票数

①きんちゃんバスは見直すべき（不要・代替検討） 3

②現状維持（将来利用する） 2

③改善の希望（時間・ルート・便数・バス停・運賃・小型化・運転マナー） 6

④バスの周知度が低い（利用方法・PR・情報提供） 0

⑤きんちゃんバスに関するその他の意見 4

⑥利用していないのでよくわからない（アンケートについて） 0

⑦その他 1

計 16

複数回答

意見の内容

弥富市
きんちゃんバス
について

その他



97

2-8 きんちゃんバスの運行方法に関するアンケート 

2-8-1 調査の概要 

対象
・北部・東部ルート運行地域にお住まいで 15歳以上の方 1,000人（無作為抽出）
・北部・東部ルート利用者（バス車内にて配布、郵送回収）

期間 10/9～10/26（バス車内での配布は 10/15～10/20）
回収数 568名（うち、きんちゃんバス利用者 97名、きんちゃんバス非利用者 471名）

2-8-2 設問の流れ 

調査対象者 

性別 年齢 職業

住まい（小学校区別）

個人属性 

きんちゃんバスの利用状況・頻度 

その他・自由意見 

予約制運行の利用料金について 

きんちゃんバスを利用している人 きんちゃんバスを利用していない人

良いと思った理由 

現在のきんちゃんバスが良い 予約制運行が良い 

良いと思った理由 

主な利用ルート 

予約制運行に関する所感 
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2-8-3 予約制運行について 

 利用者の少ない路線については、より効率的な運行とするために、下記にあるような予約制

（デマンド）運行の検討を考えており、アンケートでは現在のように各バス停を結ぶ決めら

れたルートを決められた時間（ダイヤ）で運行する方法と、下記のような予約制による運行

方法のどちらを望むかについて調査を行った。

◆予約制運行方法の例 

利用方法 

①利用者は、事前に電話等で利用する便と乗車・降車する停留所の予約をします。 

②利用者は、事前に予約した便に予約した停留所から乗車し、予約した停留所で降車します。 

予約制運行の特色 

長  所 短   所 

◎予約があった停留所のみを運行する

ため、運行（乗車）時間が短縮され、

目的地へ早く到着できる場合があり

ます 

◎予約があった停留所のみを運行する

ため、運行ルートが短縮され効率的

な運行となります 

◎予約が無い便は運行しないため、空

（カラ）の状態での運行が無くなり

ます 

◎運行方法により、経費が安くなる場

合もあります 

●利用するには、あらかじめ利用者登

録をしておく必要があります 

●利用する際に事前の電話予約が必要

となります 

●停留所で待っていても、予約がなけ

れば乗ることができません 

●予約のあった停留所のみを運行する

ため、到着時刻にバラツキが出る場

合があります 

現在のきんちゃんバス運行方法 

すべてのバス停を巡っている 

予約制運行方法の例 

予約のあった停留所のみを巡る 

７６

８ ９

３ ４

１ ２ ５ ９

３ ４

１ ２ ５ ８

６ ７

停車 通過 停車 停車 停車

停車
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2-8-4 調査結果 

（1）性別 

 全体として女性の回答が多い。

 特に利用者では、女性の回答が約 6割である。

60.8%

49.9%

23.7%

6.4%43.7%

15.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用者

非利用者

男性 女性 無回答

男性

(38.9%、221)

女性

(51.8%、294)

無回答

(9.3%、53)

n = 568

利用者   n = 97 

非利用者 n=471 

◆全体 

◆きんちゃんバスの利用の有無別 
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（2）年齢 

 全体の回答者の約 4割が 65歳以上であり、特に利用者では、回答者の 7割が 65歳以上であ
る。

n = 566 (複数回答による集計所除外 2) 

無回答

(1.1%、6)

75歳以上

(14.3%、81)

65～74歳

(25.6%、145)

60～64歳

(13.4%、76)

50代

(15.0%、85)

40代

(11.5%、65)

30代

(8.8%、50)

20代

(5.8%、33)

10代

(4.4%、25)

6.4% 10.0% 13.2%

4.2%

17.2%

7.3%

14.7%

27.1%

25.3%

49.0%

7.2%

1.0%

5.1%

3.1%

3.1%

3.1%

0.9%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用者

非利用者

10代 20代 30代 40代 50代 60～64歳 65～74歳 75歳以上 無回答

◆全体 

◆きんちゃんバスの利用の有無別 

利用者   n = 96 (複数回答による集計除外 1) 

非利用者 n=470 (複数回答による集計除外 1) 
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（3）職業 

 回答者の職業をみると、利用者では無職や専業主婦が全体の７割を占める一方で、中学生・

高校生はゼロである。

n = 567 (複数回答による集計所除外 1) 

利用者   n = 96 (複数回答による集計除外 1) 

非利用者 n=471 

会社員・公務

員

(20.6%、117)

自営業

(9.0%、51)

パート･アル

バイト

(14.1%、80)

中学生・高校

生

(2.5%、14)

大学・専門学

校生

(3.5%、20)

専業主婦

(18.7%、106)

無職

(27.2%、154)

その他

(1.9%、11)

無回答

(2.5%、14)

10.2% 16.3% 4.0%

27.1%

17.0%

47.9%

22.9%

4.2%

23.6%

6.3%

3.1%

3.1%

3.0%

0.0%

1.0%

1.5%

7.3%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用者

非利用者

会社員・公務員 自営業 パート･アルバイト 中学生・高校生 大学・専門学校生

専業主婦 無職 その他 無回答

◆全体 

◆きんちゃんバスの利用の有無別 
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（4）住まい 

 全体としては十四山地区が多い。

 利用者をみると、北部ルート・東部ルート沿線の弥生小学校区、桜小学校区、白鳥小学校区、

十四山地区がそれぞれ約２割ずつである。

25.7%

19.8%

46.4%

7.3%16.7%

25.7%

0.4%

26.0% 26.0% 5.2%

0.0% 0.0%

0.0%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用者

非利用者

弥生小学校区 桜小学校区 白鳥小学校区 大藤小学校区

栄南小学校区 十四山地区 無回答

弥生小学校

区

(24.1%、137)

桜小学校区

(4.8%、27)
白鳥小学校

区

(25.7%、146)

大藤小学校

区

(0.9%、5)

栄南小学校

区

(0.0%、0)

十四山地区

(41.7%、237)

無回答

(2.8%、16)

n = 568 

利用者   n = 97 

非利用者 n=471 

◆全体 

◆きんちゃんバスの利用の有無別 
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（5）きんちゃんバスの利用状況・頻度 

 利用者は全体の 17.0％である。

 利用者のバス利用頻度は「週に５日以上」が最も多く、続いて「月に数回程度」が多い。

利用者   n = 96 (複数回答による集計除外 1) 

非利用者 n=471  

4.2%

4.7%

28.1% 22.9% 18.8% 26.0%

95.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用者

非利用者

週に5日以上 週に3～4日 週に1～2日 月に数回程度 利用していない 無回答

◆全体 

◆きんちゃんバスの利用の有無別 

n = 567 (複数回答による集計所除外 1) 
※利用頻度無回答 26 名のうち、バス車内で配布したアンケートによる

回答は利用者（4 名）、それ以外は非利用者（22 名）と分類

週に5日以上

(4.8%、27)
週に3～4日

(3.9%、22)

週に1～2日

(3.2%、18)

月に数回

程度

(4.4%、25)

利用していな

い

(79.2%、449)

無回答

(4.6%、26)
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（6）主に利用するルート業 

（（7）で日頃のきんちゃんバスの利用がみられた 97 名のみ）

 主に利用するルートは「北部ルート」が最も多く、続いて「東部ルート」である。

61.1%

25.3%

5.3%

9.5%

32.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

北部ルート

南部ルート

東部ルート

特に決まっていない

無回答

n = 97 



105

（7）予約制運行について 

 全体としては、「どちらとも言えない（分からない）が最も多く、続いて「現在のきんちゃん

バスの方が良いと思う」が多い。

 利用者では、「現在のきんちゃんバスの方が良いと思う」が約８割を占める。

42.2%23.9%

77.3% 4.1%

17.5%

9.3%

13.0%

1.0%

8.2%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用者

非利用者

現在のきんちゃんバスの方が良いと思う 予約制運行の方が良いと思う

どちらとも言えない（分からない） どちらも必要ない

無回答

無回答

(4.2%、24)

どちらも必要

ない

(11.0%、62)

どちらとも言

えない（分か

らない）

(36.6%、207)
予約制運行

の方が良いと

思う

(15.2%、86)

現在のきん

ちゃんバスの

方が良いと思

う

(33.0%、187)

n = 566 (複数回答による集計所除外 2) 

利用者   n = 97 

非利用者 n=469 (複数回答による集計除外 2) 

◆全体 

◆きんちゃんバスの利用の有無別 
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（8）現在のきんちゃんバスの方が良いと思った理由 

（（7）で「現在のきんちゃんバスの方が良いと思う」と回答した 187 名のみ）

 全体としては、「停留所で待っていても予約がなければ止まらないから」が最も多く、続いて

「予約が面倒だから」が多い。

 利用者では、「現在のきんちゃんバスでも十分に便利だから」が最も多く、非利用者では、「停

留所で待っていても予約がなければ止まらないから」が最も多い。

36.0%

48.0%

70.7%

2.7%

42.0%

55.4%

66.1%

45.5%

18.8%

12.5%

0.0%

10.7%

26.7%

44.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

利用者登録が面倒だから

予約が面倒だから

停留所で待っていても予約が

なければ止まらないから

到着時刻にバラツキが

でる可能性があるから

現在のきんちゃんバスでも

十分に便利だから

その他

無回答
利用者

非利用者

39.6%

52.4%

39.6%

1.1%

57.2%

38.0%

11.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

利用者登録が面倒だから

予約が面倒だから

停留所で待っていても予約が

なければ止まらないから

到着時刻にバラツキが

でる可能性があるから

現在のきんちゃんバスでも

十分に便利だから

その他

無回答

n =187 

◆全体 

◆きんちゃんバスの利用の有無別 
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40.7%

65.1%

76.7%

55.8%

4.7%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

目的地に早く着く場合があるから

運行ルートが短縮されて

効率的な運行が可能となるから

空（カラ）の状態での

運行がなくなるから

運行方法により経費が

安くなる場合があるから

その他

無回答

50.0%

75.0%

0.0%

40.2%

64.6%

79.3%

57.3%

4.9%

1.2%

25.0%

25.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

目的地に早く着く場合があるから

運行ルートが短縮されて

効率的な運行が可能となるから

空（カラ）の状態での

運行がなくなるから

運行方法により経費が

安くなる場合があるから

その他

無回答
利用者

非利用者

（9）予約制運行の方が良いと思った理由 

（（7）で「予約制運行の方が良いと思う」と回答した 86 名のみ）

 全体では、「空（カラ）の状態での運行がなくなるから」が最も多く、特に非利用者では約８

割と多くなっている。

 利用者の回答としては、「運行ルートが短縮されて効率的な運行が可能となるから」が最も多

い。

n =86 

利用者   n = 4 

非利用者 n=82 

◆全体 

◆きんちゃんバスの利用の有無別 
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現行の料金

と同じでよい

(62.8%、54)

現行の料金

よりも高くした

方がよい

(4.7%、4)

現行の料金

よりも安くした

方がよい

(27.9%、24)

無回答

(4.7%、4)

26.8%

50.0%

63.4% 4.9%

0.0% 50.0% 0.0%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

利用者

非利用者

現行の料金と同じでよい 現行の料金よりも高くした方がよい

現行の料金よりも安くした方がよい 無回答

（10）予約制運行の料金につい 

（（7）で「予約制運行の方が良いと思う」と回答した 86 名のみ）

 全体としては、「現行の料金と同じでよい」が最も多く、続いて「現行の料金よりも安くした

方がよい」が多い。

 「現行の料金よりも高くした方がよい」と回答したのは、全て非利用者である。

n =86  

利用者   n = 4 

非利用者 n=82 

◆全体 
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2-9 福祉タクシー 

2-9-1 心身障害者福祉タクシー料金助成事業 

 弥富市では身体障害者手帳（1～3 級）や療育手帳（A、B 判定）、精神障害者保健福祉手帳（1、
2 級）を有する方など、1 人で移動できないなど移動に制約のある方を対象にタクシー料金

助成事業を行っている。

 利用券の利用枚数や扶助費総額は増加傾向となっている。

心身障害者福祉タクシー料金助成事業の概要 

目的 
・心身障がい者（児）が日常生活を容易に行うためにタクシーを利用する場合、その料

金の一部を助成し、福祉の増進を図る。 

対象者 

・1 級から 3級までの身体障害者手帳を有する者（児） 

・A 判定又は B判定の療育手帳を有する者（児） 

・1 級又は 2級の精神障害者保健福祉手帳を有する者（児） 

※H24年より自動車税・軽自動車税の減免を受けている者については交付対象外 

利用券 

交付枚数 

・自動車税、軽自動車税の減免を受けていない者：年間 48枚 

・自動車税、軽自動車税の減免を受けている者 ：年間 36 枚 

区分 利用可能枚数 助成額 

一般タクシー 
1 回の乗車に

つき 2枚まで 

1 枚目：基本料金（障がい者割引分を控

除した額）及び迎車回送料金 

2 枚目：基本料金（障がい者割引分を控

除した額）相当分以内 

車いす 1,500 円 

助成額 

リフト付きタ

クシー等 ストレッチ

ャー 

1 回の乗車に

つき 1枚 
2,000 円 

ただし、実際に要した額が

それぞれに満たないとき

は、実際に要した額 

心身障害者福祉タクシー料金助成事業の利用状況 

H21 年度 H22 年度 H23 年度 

利用枚数（枚） 6,436 9,232 10,075

扶助費総額（円） 4,461,860 5,863,800 6,318,840

※H23 年度申請者数 571 人
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2-9-2 高齢者等福祉タクシー料金助成事業成事業 

 弥富市では要介護認定又は要支援認定を受けた方など、1 人で移動できないなど移動に制約

のある方を対象にタクシー料金助成事業を行っている。

 利用券の利用枚数や扶助費総額は増加傾向となっている。

高齢者等福祉タクシー料金助成事業の概要 

目的 
・要介護高齢者等が医療機関に通院するためにタクシーを利用する場合、利用券 1 枚

につき基本料金及び迎車回送料金を助成し、福祉の増進を図る。 

対象者 ・介護保険法の規定により要介護認定又は要支援認定を受けた者 

利用券 

交付枚数 
・年間 24 枚 

高齢者等福祉タクシー料金助成事業の利用状況 

H21 年度 H22 年度 H23 年度 

利用枚数（枚） 4,780 4,918 5,613

扶助費総額（円） 3,231,740 3,315,710 3,853,570

※H23 年度申請者数 551 人
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3.問題点・課題の整理

3-1 運行に関わる現状や問題点 

モニタリング調査結果（企業）

モニタリング調査結果（住民）

■日常生活について 

■きんちゃんバスについて 

■運行方法について 

利用者実態調査 

バス停乗降者数調査結果 
地域により運転免許保有状況の
偏りがある 
・弥生小学校区や桜小学校区で運転

免許を保有していない人が多い
・返納の意思は約 1 割

目的地は市内や名古屋市が多い 
・通勤･通学や買い物は弥富市内

や名古屋市、通院や公共施設
利用は弥富市内が多い

運行経費に係る住民の負担増は
望まれていない 
・バスを率先して利用する、企業
や商店が一部負担すべきと考
える一方で、市の負担もやむを
得ないと考えている

日常は自動車利用が非常に多い 
・自動車利用が多く、特に十四山地

区や大藤小学校区、白鳥小学校区
で多い

・近鉄名古屋線の利用は、通勤･
通学、買い物目的で約 2 割

・外出する曜日は特に決まって
いないが多い

外出時間帯は目的により特徴 
・外出時間は、通院や公共施設利

用は概ね午前中に行って帰り、
買い物は午前中に外出が多い

利用状況が低い 
・利用している割合は約 5％で、

弥生小学校区や桜小学校区、十
四山小学校区で特に利用状況が
低い

・ルートの不一致や便数理由が多
く、特に大藤小学校区、栄南小
学校区では便数理由が多い

バス停設置要望は少ない 
・約 5 割が最寄りのバス停まで

5 分以内に居住しており、バ
ス停の設置要望は少ない

要望が改善された場合は高い利
用意向 
・便数やダイヤ、ルートに対す

る要望が増加
・改善された場合、約 7 割に利
用意向

平日稼動、定時勤務の事業所が多い
・約 6 割は定時勤務
・始業は 8:30～9:00、終業は

17:00～18:00 が多い

利便性の高い駅は地下鉄名古屋
港駅 
・通勤にバスを利用する場合は、

地下鉄名古屋港駅の利便性が
最も高く、近鉄弥富駅や近鉄
蟹江駅も比較的高い

企業におけるバス利用意識が低い
・バスの必要性を感じているの
は約 4分の 1 

・運行便数への改善要望が多い

乗車実績はダイヤ改正前より改善
・全ルートで平･休日とも利用が

増加

主要バス停では利用が増加してい
るが、一部バス停では利用が少ない
・総合福祉センターやイオンタ
ウン、近鉄弥富駅南口など、
ダイヤ改正でポイントとして
きた主要バス停で利用が増加

時間帯やルートにより利用が少ない
・１日あたりの平均乗車人員が
少ないのは東部ルートである
が、１便あたりに換算すると、
北部ルートが最も少ない

・平･休日ともに朝・夕の利用が
比較的少ない

利用者の多くは高齢者で利用目的
は公共施設利用や買い物が多い 
・約 7 割が 65 歳以上
・利用目的は公共施設利用や買
い物が多い

少ない1便あたり乗車人員 
・1 便あたり 5～10 人と少ない

バス相互での乗り換え利用は少ない
・他ルートや周辺自治体のバス
への乗換えは少ない

現行の運行方法を望む声が多い 
・現在のきんちゃんバスの方が良

いと考えている人の方が多い
・予約制運行に関しては、予約
に関する懸念が多い

・予約制運行の利点は空（カラ）
の状態での運行がなくなるか
らと考えている人が多い

・予約制運行の料金は現行の料金
と同じが望まれている

その他 

■収支 

■福祉タクシー 

■他自治体バスとの乗り継ぎ 

収入が減少 
・年度別月平均収入が減少傾向

運行経費が減少 
・H22 年度に比べ H24 年度の

月平均運行経費は約 6 割まで
減少

収支は改善 
・収支、収支率ともに改善傾向

弥富市周辺を運行する他自治体
のバス 4路線のうち、乗り継ぎ
可能な路線は 3路線 
・飛島公共バスの蟹江線及び飛

島公共バス、木曽岬町自主運
行バスの中央線及び源緑見入
線が運行

・乗り継ぎ可能なバス停は蟹江
線及び木曽岬町自主運行バス
の2路線

蟹江線とは東部ルートの 2箇所
のバス停で乗り継ぎ可能だが不
便 
・「善太橋西」及び「亀ヶ地」の

バス停で乗り継ぎ可能
・乗り継ぎには 3 分から 75 分待

つ必要がある

木曽岬町自主運行バスとは 5 箇
所のバス停で乗り継ぎ可能だが
不便 
・「歴史民俗資料館」、「海南病院

前」、「弥富市役所」、「近鉄弥富
駅南口」、「近鉄弥富駅北口」で
乗り継ぎが可能

・乗り継ぎには 2 分～168 分待
つ必要がある

通勤手段の多くはマイカー 
・マイカー通勤が 8 割以上で、
県内東方面からが多い

環境等に配慮した通勤促進の取
組は少ない 
・約 9 割で取組の実施予定なし

2 つの事業を展開 
・「心身障害者福祉タクシー料金

助成事業」「高齢者等福祉タク
シー料金助成事業」を展開

1 人での移動に制約のある方を
対象に事業展開 
・「心身障害者福祉タクシー料金
助成事業」は、身体障害者手帳
（1～3 級）や療育手帳（A、B
判定）、精神障害者保健福祉手
帳（1、2 級）所有者を対象

・「高齢者等福祉タクシー料金助
成事業」は要介護認定又は要支
援認定を受けた方を対象

利用券の利用枚数や扶助費総額
は増加傾向 
・両事業ともに増加傾向
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3-2 弥富市が目指す地域公共交通の姿に対する状況 

（弥富市地域公共交通総合連携計画 H22 より）

市内バス運行の改善・充実
①低床バスの導入 

→5台中 2台導入済 

②利用実態とニーズに即した運行形態・時間帯・ルートの構築 

③市民ニーズや地域の実情に応じた位置へのバス停の設置、環境整備 

→モニタリング調査や利用実態調査等の結果を踏まえたダイヤ改正を平成23･24年 4月に

実施 

→平成 24年度より既設駐輪場を活用したサイクル＆バスライドを開始 

④潜在的なバス利用者の掘り起こしによる公共交通システムの活性化 

→平成 23･24 年度とお試し乗車券の全戸配布を実施 

→お祭り等のイベントにおけるバス車両展示、啓発品配布等を実施 

⑤近鉄弥富駅、佐古木駅ダイヤとの接続 

→平成 24年 4月ダイヤ改正時に時刻表に乗換えダイヤを表示 

⑥周辺自治体の公共交通との連携 

→飛島公共交通バスや木曽岬長自主運行バスとの乗換えには不便なダイヤ

高齢者や学生等の交通弱者への対応

①市民の日々の暮らしを支えるために必要な移動手段の確保 

→平成24年4月1日より本格運行開始 

②地域住民ニーズの把握と公共交通運行システムへの反映 

→モニタリング調査や利用実態調査等の結果を踏まえたダイヤ改正を平成 23･24 年 4月に

実施 

③高齢者の社会活動参加機会拡大による地域の活性化 

→平成 23年 4月ダイヤ改正時に、全便の総合福祉センターやイオンタウンへの乗り入れ

開始 

→シルバーパスを平成23年4月に導入 

④地域、利用者、事業者との連携・協力 

→平成 23年度より広告事業を導入

公共交通サービス水準格差の解消

①地域住民ニーズの把握、反映 

→モニタリング調査や利用実態調査等の結果を踏まえたダイヤ改正を平成23･24年 4月に

実施
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3-3 運行の課題 

運行に関わる現状や問題点、弥富市が目指す地域公共交通の姿に対する状況を踏まえ、課題を

以下に整理する。

ニーズに即した運行改善 

・利用者は増加しているものの、依然、利用が少ない時間帯やルートがあることから、地域

特性等を加味したさらなる効率的な改善が必要

→予約制運行については、予約に関する懸念から、現在の運行方法が望まれている

・現在の利用目的や日常の交通行動の状況を踏まえ、ニーズに即した運行改善が必要

・利用実態を踏まえたバス車両の更新が必要

・乗り継ぎバス停や西部臨海部の事業所の実態を踏まえ、周辺自治体との連携を視野に入れた

運行改善の検討が必要

・福祉タクシー利用者は、1 人での移動に制約のある方が多く、現状のきんちゃんバスの利

用は困難

継続的なＰＲ、利用促進 

・利用は増加しているが、現在展開している施策の周知のほか、コミュニティバスの果たす

役割やメリットについて啓発し，さらなる利用促進を図ることが必要

・鉄道（近鉄）、福祉センター、イオン利用者などターゲットを明確にした利用促進活動の検

討が必要

地域で守り育てる体制の展開検討 

・商業施設や病院、企業による協力、地域におけるサポートの継続的展開の検討が必要

・利用は増加しているが、財政的には厳しい状況は変わらないため、存続に対する危機感を

共有する場の創出の検討が必要
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4.改善方策の検討

4-1 改善方策の検討の方針 

運行に関わる課題を踏まえ、改善方策の検討の方針について、以下のように設定した。

周辺自治体との連携による乗り継ぎ改善

・弥富市周辺を運行する飛島公共交通バスや木曽岬町自主運行バスと連携し、乗り継ぎの改

善を検討

・通勤需要に対応し、名古屋市内へも運行している飛島コミュニティバス名港線との乗

り継ぎや、西部臨海部への相互乗り入れなどを検討             等

周知・利用促進活動の積極的展開

・利用機会を創出するためのお試し乗車券配布を定期的に実施

・自治会の会合等に対し、現状を知り危機感を共有する機会の創出と継続的な実施

・サイクルアンドバスライドの継続的実施

・シルバーパスの周知活動の継続的実施

・鉄道駅、福祉センター、イオンなどにおけるコミュニティバスＰＲ活動の継続的展

開

・鉄道乗継ダイヤを時刻表や HP 等に記載

・鉄道時刻表や駅へのきんちゃんバス情報記載など鉄道事業者への協力依頼

・西部臨海部立地地企業へのモビリティ・マネジメントの展開        等

周辺自治体との連携や、中・長期的な
視点での新たな運行形態の導入も含め、 
現状の利用実態を踏まえた改善を実施

中・長期的な視点での新たな運行方法の導入検討と適切な大きさの車両導入

・北部ルートや東部ルートなど、利用の少ないルートへの予約制運行の中･長期的な視点

での導入検討

・利用実態に即した適切な大きさの車両の導入を検討

→更新時期に合わせたワゴン車の導入や予約制運行を実施する場合はタクシー車両

の有効活用                             等

ニーズに即したダイヤの見直し

・H24.4 以降、日曜日･祝日の運休や夜間便等の削減など効率化を図っているため、各路線

のニーズに即したダイヤ改善を検討

【北部ルート】

通勤･通学時間帯の利用が非常に少ないことから、この時間帯の便を削減する。

・平日第 1～3、15 便の廃止

・休日第 12 便の廃止                         等
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4-2 改善方策の検討 

4-2-1 周辺自治体との連携による乗り継ぎ改善 

（1）飛島公共交通バス蟹江線・飛島コミュニティバスとの乗り継ぎ 

目 的
・近鉄弥富駅や近鉄佐古木駅だけでなく、近鉄蟹江駅への交通利便性を高め、多様

な需要に対応できるバス路線とする。

①乗り継ぎ検討バス停の選定

 きんちゃんバスと飛島公共交通バスのバス停相互の直線距離が比較的近く、乗り継ぎの可能

性があると考えられるバス停を選定した。

乗り継ぎ検討バス停位置 

東部ルート：善太橋西

蟹 江 線：善太橋西

東部ルート：亀ケ地 

蟹 江 線：亀ケ地 

東部ルート：桴場 

蟹 江 線：八島神社 

やすらぎの里

南部ルート：操出 

      大谷集会場

蟹 江 線：政成
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②乗り継ぎ方策の実現性

【東部ルート「善太橋」「亀ケ地」バス停における乗り継ぎ】 

実現性

早期に実現可能 ⇒ 【次回ダイヤ改正に合わせた調整を実施】

・東部ルートと蟹江線とでバス停を共有しており、既に乗り換えバス停として位置

づけられていることから、早期に実現可能であると考えられる。

※相互のバスが到着するまでバス停で待機する場合は飛島村と調整が必要

改善の

概 要

・東部ルートの現在のダイヤは、総合福祉センターや十四山総合福祉センターのサ

ービス提供時間や、近鉄弥富駅を発着する急行列車に合わせたダイヤとなってい

るため、このダイヤ編成の考え方を踏襲しつつ、可能な便について蟹江線の運行

に合わせてダイヤを変更する。

・相互のバスで連絡を取り合い、時間調整（バス停で待機）するなど、確実な乗り

換えができるように調整するが、ダイヤ編成上等で困難な場合は、バス停での乗

り換えに要する時間を 5～10 分以内に抑える。特にバス停で待機する場合には、

バス停車帯の整備も併せて検討する。

・基本的に、近鉄蟹江駅方面へ向かう蟹江線には、東部ルートが早めに乗り換えバ

ス停に到着し、公民館分館方面へ向かう蟹江線には、東部ルートが遅めに乗り換

えバス停に到着するようダイヤを変更する。

乗り継ぎバス停位置 

近鉄蟹江駅方面 

公民館分館方面 
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【東部ルート「桴場」バス停における乗り継ぎ】 

実現性

必要性が低い ⇒ 【不採用】

・東部ルートは「善太橋」「亀ヶ地」バス停での乗り換えも可能なため、「桴場」バ

ス停での必要性は低いものと考えられる。

（参考）乗り継ぎを行う場合、最寄りの飛島コミュニティバス「八島神社」バス停

までの距離は約 600ｍ

乗り継ぎバス停位置 

約 600ｍ

やすらぎの里 八島神社 



118

【南部ルート「操出」「大谷集会場」バス停における乗り継ぎ】 

実現性

ルート変更等が必要 ⇒ 【継続的な検討】

・現在のバス停位置で乗り継ぎを行う場合、蟹江線「政成」バス停までの距離は、

「大谷集会場」バス停から約 750ｍ、「操出」バス停から約 850ｍと遠い。

・きんちゃんバスのバス停を、現在のルート上のもっとも近い場所に移動もしくは

新設すると、バス停間の距離は約 500ｍとなるが、依然遠い。

・上記を踏まえると、きんちゃんバスが飛島村への乗り入れることも考えられる。また、

より安全で確実に乗り継ぎできる場所としては、飛島村役場が考えられる。しかし、

南部ルートは現状でも運行距離が長く、さらに運行距離（時間）が長くなることにな

る。

・しかし、南部ルートは西部臨海部へもアクセスしており、事業所従業員が通勤に

バスを利用する場合の利便性の高い駅の１つとして近鉄蟹江駅を挙げていること

から、中･長期的な課題として継続的な検討を進める。

乗り継ぎバス停位置と改善方策案のイメージ 

約 850ｍ

政成 

約 750ｍ

飛島村役場

バス停を移動･新設

した場合 

約 500ｍ

飛島村への 

乗り入れ検討



119

（2）飛島公共交通バス名港線との乗り継ぎ 

目 的
・西部臨海部の潜在的な公共交通通勤需要を掘り起こすため、地下鉄名古屋港駅へ

の交通利便性を高め、公共交通への転換を促進する。

 西部臨海部と名港線とでバス停が離れているため、乗り入れを中心とした乗り継ぎ方策を検

討する。

 また、費用負担を含め、実現性について飛島村との調整に時間を要することから、ここでは、

問題点・課題の整理に留める。

【参考】通勤にバスを利用する場合、利便性の高い駅（モニタリング調査（企業アンケート）結果）

①乗り継ぎ方策案の検討

NO 方策案 概   要

1 ・南部ルートを延伸し、飛島村臨海部に乗り換え拠点（バス

停）を設置することで名古屋港方面からの通勤に対応する。

2 

南部ルートの飛島村へ

の乗り入れ
・南部ルートを飛島村臨海部の一部を巡回する路線として延

伸し、飛島村臨海部に乗り換え拠点（バス停）を設置する

ことで名古屋港方面からの通勤に対応するとともに、近鉄

弥富駅方面からの飛島村臨海部への通勤需要にも対応す

る。

3 ・名港線を延伸し、西部臨海部に乗り換え拠点（バス停）を

設置することで名古屋港方面からの通勤に対応する。

4 

名港線の西部臨海部へ

の乗り入れ
・名港線を、西部臨海部を巡回する路線として延伸すること

で名古屋港方面からの通勤に対応する。

5 南部ルート、名港線の相

互乗り入れ

・相互乗り入れを行い、名古屋港方面からの通勤に対応する

とともに、近鉄弥富駅方面からの飛島村臨海部への通勤需

要にも対応する。

6 西部臨海部と名古屋港

方面とを結ぶ路線新設

・名港線と同様に、地下鉄名古屋港駅など西部臨海部と名古

屋港方面とを結ぶ路線を新設する。

【その他の内訳】

その他

(14.3%、7)

地下鉄名古

屋港駅

(40.8%、20)

近鉄佐古木

駅

(0.0%、0)

近鉄弥富駅

(12.2%、6)

近鉄蟹江駅

(26.5%、13)

無回答

(6.1%、3)

あおなみ線稲永駅 1 社

あおなみ線金城ふ頭 1 社

金山駅 1 社

地下鉄築地口駅 1 社

利用予定なし 2 社

記入なし 1 社

n = 49 
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乗り継ぎ方策案のイメージ 

現在の運行ルート 

１.南部ルートの飛島村への乗り入れ ２.南部ルートの飛島村への乗り入れ 

３.名港線の西部臨海部への乗り入れ ４.名港線の西部臨海部への乗り入れ 

５.南部ルート、名港線の相互乗り入れ ６.西部臨海部と名古屋港方面とを結ぶ路線新設 

西部臨海部 飛島村臨海部

名港線 南部ルート 

乗り継ぎ拠点

乗り継ぎ拠点

一部巡回

乗り継ぎ拠点

巡回

一部巡回

巡回

路線新設
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②乗り継ぎ方策案の問題点･課題

NO 方策案 問題点・課題

1 

・南部ルートは現状でも運行距離

が長く、転回場所や転回ルート

も必要となる。

・所要時間も増加することから、

できる限り西部臨海部に近い場

所に乗り換え拠点を設け、近鉄

弥富駅方面に向かう通勤・通学

需要への影響を抑えることが必

要となる。

・他の案と比較すると最もシンプ

ルであり、導入も比較的容易で

ある。

2 

南部ルートの飛島

村への乗り入れ
・飛島村臨海部への需要も取り込

めるが、NO1 の方策案よりもさ

らに運行距離が長くなる。

・所要時間の増加により、近鉄弥

富駅方面に向かう通勤・通学需

要への影響を抑えるために、新

たなバス車両の投入も検討する

必要がある。

・飛島村臨海部への需要も取り込

むことから、飛島村との費用負

担の調整も発生する。

・利用対象が通勤者であり、

確実な乗り継ぎが必要とな

るが、両路線とも運行距離

が長く、交通状況等の影響

によりどちらか一方の路線

に遅延等が発生する可能性

が高い。

3 

・名港線の運行距離は非常に長く、

飛島村臨海部を巡回した後に西

部臨海部に入り、さらに運行距

離が伸びることになる。

・利用対象が通勤者であり、確実

な乗り継ぎが必要となるが、両

路線とも運行距離が長く、交通

状況等の影響によりどちらか一

方の路線に遅延等が発生する可

能性が高い。

4 

名港線の西部臨海

部への乗り入れ

・NO1 の方策案よりも、さらに運

行距離が伸びることになるが、

西部臨海部の従業員にとっては

利便性が向上する。

5 南部ルート、名港

線の相互乗り入れ

・所要時間の増加により、近鉄弥

富駅方面に向かう通勤・通学需

要への影響を抑えるために、新

たなバス車両の投入も検討する

必要がある。

・西部臨海部及び飛島村臨海部双

方の従業員の利便性が向上す

る。

・名港線は、朝の時間帯を中

心に高頻度で運行されてお

り、所要時間の増加により、

これまでのサービス水準を

確保･維持するための新た

なバス車両の投入が必要と

なり、弥富市乗り入れ分以

上の費用負担が必要とな

る。

6 
西部臨海部と名古

屋港方面とを結ぶ

路線新設

・新たなバス車両の導入が必要となる。

・西部臨海部の名古屋港方面からの通勤者にとっては、最も利便性

が高くなる。
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（3）木曽岬町自主運行バスとの乗り継ぎ 

目 的
・木曽岬町からイオンタウンへの需要に対応し、きんちゃんバスへの乗り継ぎ等に

よる利用促進を図る。

①乗り継ぎ方策案の検討

NO 方策案 概   要

1 
近鉄弥富駅北口におい

て、ダイヤ調整による北

部ルートとの乗り継ぎ

・きんちゃんバスのうち、木曽岬町自主運行バスの弥富市内

始終点となる近鉄弥富駅北口にアクセスする北部ルートと

のダイヤ調整により、イオンタウンへの需要に対応する。

2 

木曽岬町自主運行バス

が近鉄弥富駅南口に乗

り入れ、きんちゃんバス

と乗り継ぎ

・きんちゃんバスのほとんどの便がアクセスする近鉄弥富駅

南口へ木曽岬町自主運行バスが乗り入れ、イオンタウンへ

の需要に対応する。

②乗り継ぎ方策の実現性

NO 方策案 実 現 性

1 

近鉄弥富駅北口に

おいて、ダイヤ調

整による北部ルー

トとの乗り継ぎ

木曽岬町との調整が必要 ⇒ 【継続的な検討】

・きんちゃんバスは、近鉄弥富駅を発着する急行列車に合わせたダ

イヤとなっていることや、利用者の多くが木曽岬町民であること

を踏まえ、木曽岬町自主運行バスのダイヤを調整する必要があ

る。

・近鉄弥富駅北口からイオンタウンへアクセスする便（北部ルート右

回り）はあるものの、イオンタウンから近鉄弥富駅北口へアクセス

する便がなく、乗り継ぎは近鉄弥富駅南口となり、跨線橋を渡る必

要がある。

・北部ルート左回りの近鉄弥富駅北口までの延伸により乗り継ぎ利

便性を確保することも考えられるが、きんちゃんバスのその他の

ルートを含め全便がイオンタウンへアクセスしており、弥富市民

は乗り継ぎなしでイオンタウンへ行けるため、弥富市民にとって

の恩恵は少なく、費用負担も増加する。

・木曽岬町自主運行バスのダイヤを調整するだけであれば、容易に

実現可能であると考えられるが、上記の内容を踏まえ、木曽岬町

と継続的な検討、調整を行う。

2 

木曽岬町自主運行

バスが近鉄弥富駅

南口に乗り入れ、

きんちゃんバスと

乗り継ぎ

近鉄弥富駅南口駅前広場内での待機が困難 ⇒ 【継続的な検討】

・木曽岬町自主運行バスの始終点となるため、木曽岬町自主運行バ

スは比較的長い時間待機する必要があるが、現在の近鉄弥富駅南

口駅前広場には十分な待機場所がない。 

・ただし、他の場所での待機が可能であれば、乗り入れは可能であ

るため、木曽岬町と継続的な検討、調整を行う。 
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（4）乗継券の発行 

 費用負担を含め、実現性について周辺自治体との調整が必要であることから、継続的な検討

を行う。

目 的

・通常、他自治体等が運行するバスとの乗り継ぎには、それぞれのバスで正規料金

を支払う必要があるが、利用者の金銭的負担を低減し、より利便性の高いバス路

線網とするため、乗継券を発行する。

概 要

・最初に乗車したバスで乗り継ぎ券を受け取り、乗り継ぎ先のバスへの乗車の際に

運転手に手渡す。

・既存 IC カードの活用や共通バスカードの発行などの導入も考えられるが、多額

な費用が必要となることから、乗り継ぎの状況を踏まえつつ、導入の可能性につ

いて検討する。

・料金は、乗り継ぎ先のバスを無料、半額、50 円などの定額割引とすることが考え

られる。

4-2-2 新たな運行方法（予約制運行）の導入検討と適切な大きさの車両導入 

目 的
・北部ルートや東部ルートなど、利用の少ないルートにおいて予約制運行を導入し、

より効率的な運行を目指す。

 実証運行開始後から、年度ごとに改善や利用促進策の展開を行っている成果もあり、全ルー

トで利用者が増加している。そこで、当面は現状の運行方法を維持し、きんちゃんバスのさ

らなる定着と利用促進を図るものとし、予約制運行については利用状況を踏まえながら導入

の時期を検討する。

 よって、ここでは考えられる予約制運行の方法を挙げ、先行事例を整理するなど、今後の継

続的な検討のための基礎資料として整理する。

NO 新たな運行方法案等 概   要

－

予約制運行を実施する

場合、適切な大きさの車

両を導入

・利用実態や新たな運行方法における便数等を踏まえ、タク

シー車両の有効活用やワゴン車（10 人乗り）を導入する。

1 現在の運行ルートにお

ける予約制運行

・現在の運行を単純に予約制運行に切り替える。

・利便性の確保など、必要に応じ増便や停留所の増設を行う。

・通勤･通学時間帯を除く時間帯や、特定の曜日のみの導入も

考えられる。

2 停留所を面的に配置し

た予約制運行

・停留所を多数増設し、面的な路線網により運行する。

・利便性の確保など、必要に応じ増便を行う。

・配車システム等を導入し、効率的な運行経路を設定する。

3 

エリアを仮称）目的地エ

リアと仮称）運行エリア

とに区分し、エリアを跨

ぐ停留所間の移動や運

行エリア内で利用可能

とする予約制運行

・仮称）目的地エリアと仮称）運行エリアとに区分し、エリア

を跨ぐ停留所間の移動や、運行エリア内で移動を利用可能と

する。

・利便性の確保など、必要に応じ増便や停留所の増設を行う。

・配車システム等を導入し、効率的な運行経路を設定する。
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予約制運行の導入イメージ（東部ルートへの導入例） 

３．エリアを仮称）目的地エリアと仮称）運行エリアとに区分し、エリアを跨ぐ停留所間の移動や

運行エリア内で利用可能とする予約制運行 

１．現在の運行ルートにおける予約制運行 

２．停留所を面的に配置した予約制運行 

特定の曜日に導入する場合のイメージ 
月 火 水 木 金 土 

通常運行 デマンド運行 

特定の運行時間帯に導入する場合のイメージ 
朝 昼 夕

通常運行 デマンド運行 通常運行

○ 運行エリア⇒目的地エリア 

○ 目的地エリア⇒運行エリア 

○ 運行エリア⇒運行エリア 

× 目的地エリア⇔目的地エリア
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4-2-3 予約制運行の他都市先行事例 

先行事例一覧 

都市名 路線名 人 口 市・町域面積 

－ 弥富市 － 44,590 人 48.18km2

1 岩手県雫石町 あねっこバス 17,998 人 609.01km2

2 滋賀県米原市 
まいちゃん号 

カモン号 
40,683 人 250.46km2

3 三重県伊勢市 おかげバス 132,530 人 208.53km2

4 三重県玉城町 元気バス 15,556 人 40.94km2

※人口は H24 年 12月末もしくは H25 年 1月 1日時点（弥富市は H24 年 12 月 1 日時点） 

※事例は国交省や自治体、運行事業者等の HP から抜粋 



126

（1）岩手県雫石町「あねっこバス」 

使用車両 ジャンボタクシー：定員 9人 

小型タクシー：定員 4人 

料金 一般：200円 小学生以下：100 円 

運行概要 ・雫石駅を起点とする定められた路線を時刻表に基づいてデマンド運行 

・路線数は6路線 

・各路線1日6便運行 

・各路線に停留所を設置し、停留所間で利用可能 

・毎日運行 

・車両運行管理に当たっては、高額な IT システムなどは導入せず、タクシー会社

の無線など現有機材とノウハウを活用 

・町が NPO に運営を委託し、NPOが運営主体となって地元タクシー会社に運行委託

予約 ・利用予約は乗車希望便の出発時刻の 30 分前まで ※始発便は、前日予約 

・利用登録必要なし ※小学生以下は利用登録が必要 

・主要公共施設等に予約専用無料電話を設置 

・主要公共施設等では、高齢者や障害者など予約が不便な方に対し、予約の電話

をかけてくれる予約代行サービスを展開 

運行経路  
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（2）滋賀県米原市「まいちゃん号」「カモン号」 

使用車両 中型タクシー：定員 5人 

※全員が乗れない場合は小型タクシー（定員 4人） 

やジャンボタクシー（定員 9人）を追加運行 

料金 大人：300円 こども：150 円 

運行概要 【まいちゃん号】 

・JR 米原駅周辺と近江地域において、時刻表に基づいてデマンド運行 

・区域（エリア）運行方式となっており、一定のルールの下でエリア間の移動を制限

・8 つのエリアに区分され、エリアごとにヘッドダイヤ化されており、1 時間に 1

本運行（1日 14 便） 

・平日、土曜日運行 

・地元タクシー会社が運行 

【カモン号】 

・伊吹･米原地域の一部において、定められた路線を時刻表に基づいて運行 

・路線数は 4路線 

・路線ごとにヘッドダイヤ化されており、1時間に1本運行（1日14便） 

・各路線に停留所を設置し、停留所間で利用可能 

・平日、土曜日運行 

・地元タクシー会社に運行委託 

予約 ・利用予約は乗車希望便の出発時刻の 30 分前まで ※始発便は、前日予約 

・利用登録が必要（まいちゃん号、カモン号どちらか一方の登録で両方利用可） 

運行経路 【まいちゃん号】 
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運行経路 【カモン号】 
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（3）三重県伊勢市「おかげバス」 

使用車両 中型タクシー：定員 5人 

料金 大人：200円 1 歳以上小学生以下・65歳以上・身障者等：100 円 

運行概要 ・コミュニティバス時代に利用者の少なかった路線について、時刻表に基づいて

デマンド運行 

・路線数は3路線 

・各路線1日5～6便運行 

・各路線に停留所を設置し、停留所間で利用可能 

・毎日運行 

・地元タクシー会社に運行委託 

予約 ・利用予約は乗車希望便の出発時刻の 1時間前まで 

※始発便は前日の 17 時までに予約

・利用登録必要なし 

運行経路  
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（4）三重県玉城町「元気バス」 

使用車両 ジャンボタクシー：定員 9人 

料金 無料（実証運行中） 

運行概要 ・H21 年 11 月から東京大学大学院との共同研究により実証実験を実施中 

・玉城町全域でデマンド運行 

・停留所を設置し、停留所間で利用可能（147箇所） 

・路線や時刻表は定められていない（希望乗車時刻より、乗車可能時間を利用者

に指定） 

・毎日運行 

・地元タクシー会社に運行委託 

・車両には PDA によるコンパクトな車載器を搭載し、ナビゲーションによる効率

的な運行を展開 

予約 ・利用予約は乗車希望時間の 30 分前までで、運行時間内であればいつでも予約可

能 

・バス予約システムを導入 

・電話のほか、PC・携帯電話・スマートフォンの予約サイト、専用のタッチパネ

ル端末からも予約が可能 

・予約の際は、利用日時、乗降停留所、人数が必要 

・会員登録が必要 

・外出支援サービスとして、60 歳以上の高齢者に携帯型簡易予約端末を配布 

→端末は安全見守りサービス（緊急通報や安否確認）、安全情報配信に対応 

運行経路 ※バス停一覧 
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5.公共交通の利用促進策の実施・検討

5-1 無料お試し乗車券 

5-1-1 無料お試し乗車券の概要

新たな利用者を掘り起こすことを主な目的とし、きんちゃんバスに乗ったことの無い人が、一度

の利用経験を通じて、きんちゃんバスを持続的に利用するきっかけとなることを期待し無料お試し

乗車券を配布した。

→平成 24 年 7 月、8 月広報にてきんちゃんバスの利用促進を呼びかけ、８月広報と一緒に市内

全世帯に配布

対象 弥富市内に居住する全世帯

利用可能期間 7/30（月）～9/30（土）

利用枚数 1,155 枚

無料お試し乗車券サンプル 

表面 

裏面 
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5-1-2 お試し乗車券利用可能期間のきんちゃんバスの利用状況の推移 

 全体としては 8 月・9 月ともに、お試し乗車券の利用がなくても昨年度の乗車実績を上回っ

ている。

 ルート別にみると、北部ルートでは、9 月はお試し乗車券によって昨年度よりも乗車数が増

えているが、8 月は昨年度よりも約 100 人少なくなっている。
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5-1-3 利用者アンケート 

（1）設問の流れ 

お試し乗車券利用者 

年齢層 

きんちゃんバスの利用の有無 

第２回お試し乗車券の利用回数

自動車運転免許の保有状況

バスの利用目的

お試し乗車券で利用したバス停

乗車バス停 降車バス停
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（2）調査結果 

①利用者数

 期間内の無料お試し乗車券の利用は、7 月 10 枚、8 月 575 枚、9 月 570 枚であった。

 平日・休日ともに南部ルートでの利用が最も多い。

 昨年度の回収状況と比較すると、回収枚数は昨年度よりも 172 枚少ないものの、1 日あたり

の平均利用枚数を比較すると昨年度の22.9枚/日に対して、今年度は22.2枚/日と微減である。

- 

36 36

20 26

0 12 11
0
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7月 8月 9月

枚

北部ルート

南部ルート

東部ルート

ルート別月別利用枚数（平日） ルート別月別利用枚数（休日）

合計 507 合計 497合計 10 合計 68 合計 73 

お試し乗車券利用者数の比較（対昨年度）

平日 休日 平日 休日
利用可能日数 40 18 44 8

1,062 265 1,014 141
北部ルート 397 128 334 46
南部ルート 524 108 515 72
東部ルート 141 29 156 23
ルート不明 - - 9 -

22.2枚/日

計

利用枚数

１日あたりの
平均利用者数

22.9枚/日

1327 1,155

平成２３年度 平成２４年度
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0 8 54 941

1
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ルート不明

北部ルート

南部ルート

東部ルート

（23 日） （19 日） （2 日） （4 日） （4 日） （0 日） 

※（）内の数字は利用可能日数 
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7.9%

9.9%

8.4%

8.7%

7.8%

12.5%

7.1%

4.3%

6.3%

10.9%

5.6%

42.3%

50.4%

49.7%

54.3%

43.3%

45.8%

23.2%

56.5%

37.9%

26.2%

38.3%

28.3%

30.9%

20.8%

61.9%

39.1%

5.6%

6.5%

7.2%

15.3%

5.8%

1.2%

1.9%

0.0%

3.5%

2.2%

0.0%

2.4%

9.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体【平日】(n=1013)

全体【休日】(n=141)

北部ルート【平日】(n=334)

北部ルート【休日】(n=46)

南部ルート【平日】(n=515)

南部ルート【休日】(n=72)

東部ルート【平日】(n=155)

東部ルート【休日】(n=23)

小・中学生 高校生 15～64歳（高校生除く） 65～74歳 無回答

小・中学生

(8.1%、94)高校生

(6.0%、69)

15～64歳

（高校生除く）

(43.2%、499)

65～74歳

(36.5%、421)

無回答

(6.2%、71)

②年齢層

 利用者の年齢層でもっとも多いのは 15～64 歳である。

 平日・休日別で見ると、全体的に平日は 65 歳以上の高齢者の利用が多いのに対し、休日は

15 歳～64 歳の利用者が多い。

 東部ルートは 65 歳以上の利用が極めて多く、特に平日は 61.9％を占めている。

 他ルートと比較して、南部ルートは高校生以下の利用が多い。

n = 1,154 

複数回答による集計除外 1

※75歳以上の方の利用が少なくとも 3名見られたが、未就学児及び 75歳以上の方は無料で乗車できるため、

設問の選択肢から除外していることを考慮し、集計の際には無回答に分類を行った。 

◆ルート別及び平日・休日別集計 
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ある

(80.1%、925)

ない

(14.7%、170)

無回答

(5.2%、60)

③きんちゃんバス利用の有無

 これまでにきんちゃんバスを利用したことが「ない」と回答した新たな利用者は 170 人であ

り、全体の 14.7％である。

 ルート別に見ると、新たな利用者は、特に北部ルートの休日や東部ルートの平日で多くなっ

ている。

n = 1,155 

80.6%

76.6%

79.3%

73.9%

83.7%

75.0%

74.4%

87.0%

14.7%

18.3%

9.1%

9.7%

25.6%

13.0%

4.7%

7.2%

15.3%

14.9%

23.9%

0.0%

0.0%

2.4%

2.2%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体【平日】(n=1014)

全体【休日】(n=141)

北部ルート【平日】(n=334)

北部ルート【休日】(n=46)

南部ルート【平日】(n=515)

南部ルート【休日】(n=72)

東部ルート【平日】(n=156)

東部ルート【休日】(n=23)

ある ない 無回答

◆ルート別及び平日・休日別集計 
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初めて

(48.2%、557)
使ったことが

ある

(45.8%、529)

無回答

(6.0%、69)

④お試し乗車券の利用回数

 お試し乗車券の利用回数としては、「初めて」利用した人は 48.2％（557 人）であり、｢使っ

たことがある｣人（複数回利用）は 45.8%（529 人）となっている。

48.2%

48.2%

50.3%

56.5%

48.5%

40.3%

43.6%

56.5%

20.2%

17.7%

19.8%

25.0%

26.3%

26.1%

9.0%

9.9%

6.9% 4.2%

18.4%

22.7%

21.3%

26.1%

17.5%

23.6%

14.7%

13.0%

20.6%

10.9%

4.3%

8.3%

8.1%

2.2%

5.0%

2.6%

2.3%

2.2%

0.9%

2.8%

1.9%

4.5%

1.9%

2.2%

1.8%

0.7%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体【平日】(n=1014)

全体【休日】(n=141)

北部ルート【平日】(n=334)

北部ルート【休日】(n=46)

南部ルート【平日】(n=515)

南部ルート【休日】(n=72)

東部ルート【平日】(n=156)

東部ルート【休日】(n=23)

１回目（初めて） ２回目 ３回目 ４回目 ５回以上 無回答

◆ルート別及び平日・休日別集計 

１回目（初め

て）

(48.2%、557)

２回目

(20.3%、234)

３回目

(8.5%、98)

４回目

(2.0%、23)

５回以上

(2.1%、24)

無回答

(19.0%、219)

第２回お試し乗車券の利用回数第２回お試し乗車券の利用の有無

n = 1,155 n = 1,155 
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無回答

(7.0%、81)

持っていない

(61.1%、706) 返納した

(2.9%、33)

持っている

(29.0%、335)

28.6%

31.9%

35.6%

37.0%

29.3%

26.4%

11.5%

39.1%

5.7%

61.7%

60.4%

55.6%

6.6%

9.9%

8.3%

16.7%

6.4%

4.3%

3.1%

1.9%

1.4%

1.3%

2.2%

1.4%

56.7%

58.7%

55.4%

80.8%

56.5%

2.2%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体【平日】(n=1014)

全体【休日】(n=141)

北部ルート【平日】(n=334)

北部ルート【休日】(n=46)

南部ルート【平日】(n=515)

南部ルート【休日】(n=72)

東部ルート【平日】(n=156)

東部ルート【休日】(n=23)

持っている 返納した 持っていない 無回答

⑤自動車運転免許の保有状況

 お試し乗車券利用者のうち、現在自動車運転免許を持っていない（返納者も含む）人は全体

の 64.0％であり、市民アンケートの 15.3％と比較して、かなり高くなっている。

 ルート別では、東部ルートの平日利用者で、自動車運転免許を持っていない（返納者も含む）

人が約 8 割を占め、特に多くなっている。

◆ルート別及び平日・休日別集計 

n = 1,155 
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18.7%

14.7%

5.8%

12.1%

12.1%

26.2%

46.8%

4.3%

7.1%

12.0%

23.4%

20.4%

44.6%

7.5%

2.4%

4.3%

21.7%

15.2%

58.7%

8.7%

2.2%

26.0%

12.2%

23.3%

35.1%

5.0%

6.8%

20.8%

6.9%

16.7%

48.6%

2.8%

12.5%

8.3%

4.5%

68.6%

25.0%

4.5%

1.9%

0.0%

8.7%

78.3%

17.4%

0.0%

0.0%

4.7%

36.6%

29.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

通勤・通学（仕事や習い事含む）

通院

公共施設への用事・利用

買い物・外食・娯楽

その他

無回答

全体【平日】(n=1014)

全体【休日】(n=141)

北部ルート【平日】(n=334)

北部ルート【休日】(n=46)

南部ルート【平日】(n=515)

南部ルート【休日】(n=72)

東部ルート【平日】(n=156)

東部ルート【休日】(n=23)

⑥利用目的

 利用目的としては、「買い物・外食・娯楽」が最も多く、次いで公共施設への用事・利用が多い。

 ルート別及び平日・休日別で見ると、他ルートと比較して北部ルートは「買い物・外食・娯

楽」、「通院」が多いのに対して、南部ルートは「通勤・通学（仕事や習い事含む）」、東部ル

ートは「公共施設への用事・利用」が多い。

n = 1,155（複数回答）

17.9%

14.4%

5.6%

28.7%

37.8%

5.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

通勤・通学（仕事や習い事含む）

通院

公共施設への用事・利用

買い物・外食・娯楽

その他

無回答

◆ルート別及び平日・休日別集計 
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⑦利用バス停

 乗車では「イオンタウン」が、降車では「近鉄弥富駅南口」が最も多い。

 お試し乗車券での利用の多い上位 10 バス停を見ると、乗車バス停・降車バス停とも同じよ

うな傾向にある。

順位 バス停名 利用者数  順位 バス停名 利用者数 

1 イオンタウン 87 1 近鉄弥富駅南口 230 

2 近鉄弥富駅南口 85 2 イオンタウン 123 

3 佐古木駅 69 3 弥富市役所 98 

4 弥富市役所 58 4 海南病院 72 

5 喫茶ゴールド 54 5 佐古木駅 58 

6 トレーニングセンター 46 6 十四山総合福祉センター 50 

7 海南病院 42 7 いこいの里 38 

8 十四山総合福祉センター 36 8 総合福祉センター 30 

9 総合福祉センター 31 9 喫茶ゴールド 23 

10 前ヶ須 31 10 スギ薬局 20 

利用の多い上位10のバス停（乗車） 利用の多い上位10のバス停（降車） 
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北部

(42.1%、56)

南部

(34.6%、46)

東部

(22.6%、30)

不明

(0.8%、1)

小・中学生

(22.0%、29)

高校生

(0.8%、1)

15～64歳

（高校生除く）

(44.7%、59)

65～74歳

(28.8%、38)

無回答

(3.8%、5) 3.0%

14.3%

6.0%

1.5%

58.6%

35.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

通勤・通学（仕事や習い事含む）

通院

公共施設への用事・利用

買い物・外食・娯楽

その他

無回答

１回目（初め

て）

(78.2%、133)

２回目

(12.4%、21)

３回目

(4.1%、7)

４回目

(1.2%、2)

無回答

(4.1%、7)

5-1-4 お試し乗車券による利用促進の効果 

 第 2 回お試し乗車券を利用する前に、きんちゃんバスを利用したことがない人は 170 人であ

り、170 人の内、お試し乗車券を初めて使った人（お試し乗車券による利用促進の効果）は

133 人（以下、新規利用者）である。

 新規利用者の利用ルートを見ると、北部ルートが 56 人と最も多くなっている。

 年齢別にみると、小・中学生の利用が全体と比較して多くなっている。

 新規利用者の利用目的を全体と比較すると、「通勤・通学」が少ない一方で、「買い物・外食・

娯楽」がかなり多くなっている。

お試し乗車券の利用回数 

（お試し乗車券使用以前のバス未利用者のみ）
ルート別新規利用者

新規利用者のお試し乗車券利用目的新規利用者の年齢層

n = 170 n = 133 

n = 133 

n =132 

複数回答による集計除外 1
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5-2 サイクル＆バスライド駐輪場 

バス利用者の利便性の向上と新たな需要の掘り起こしを目的に、サイクル＆バスライド駐輪場

を H24.4.1 から運用している。

 主要な目的地である「総合福祉センター」や「近鉄弥富駅」から距離が離れ、既存バ

ス停と近接する公共施設内の既存駐輪場の一部を利用

→「十四山総合福祉センター」「十四山支所」「鍋田支所」「南部コミュニティセンター」

の計 4 箇所に設置

 料金は無料とし、既存駐輪場にポスターや看板を設置することで、バス利用者も駐輪

場を利用可能なことはアピールするとともに、市 HP や広報、対象公共施設内掲示板等

を利用した周知を実施

→H24 年 2 月の広報で周知

サイクル＆バスライド駐輪場設置箇所図 

十四山支所 

鍋田支所 

南部コミュニティセンター 

十四山総合福祉センター 
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5-3 その他利用促進策 

現在、きんちゃんバスの利用促進策として、下記の施策を実施している。

また、今後の更なる利用者増加を図るため、これまでに実施してきた施策を継続的に実施し、周知

活動も合わせて実施するとともに、新たな利用促進策も検討する

現在実施している利用促進策 

利用促進策 概  要

回数券 利用者の金銭的負担軽減のため、10 回分の利用料金で 11 回利用できる回数

券を販売

①大人：12 枚綴り 2,000 円

②高校生以下、障がい者：1,000 円

【販売場所】

・バス車内 ・市役所防災安全課 ・鍋田支所 ・十四山支所

・総合福祉センター ・十四山総合福祉センター

定期券 利用者の金銭的負担軽減のため、通勤・通学者や、利用頻度の高い方のため

に定期券を販売

①大人：1 ヶ月 6,000 円、3 ヶ月 17,100 円、6 ヶ月 32,400 円

②高校生以下、障がい者：1 ヶ月 3,000 円、3 ヶ月 8,600 円、6 ヶ月 16,200 円

【販売場所】

・市役所防災安全課 ・市役所図書館   ※事前予約が必要

シルバーパス 65 歳以上の方の金銭的負担軽減し、外出機会の創出するため、割引率の高い

定期券を販売

①1 ヶ月 3,000 円、3 ヶ月 8,600 円、6 ヶ月 16,200 円

【販売場所】

・市役所防災安全課 ・市役所図書館   ※事前予約が必要

無料パスカード 75 歳以上の方の金銭的負担軽減し、外出機会の創出するため、無料で利用で

きるパスカードを対象者全員に配布

乗継券 利用者の金銭的負担軽減し、きんちゃんバスの各ルート相互の乗り継ぎ利用

の利便性を向上させるため、無料で乗り継ぎのできる乗継券を、所定のバス

停で降車の際に希望者に配布

鉄道との乗継ダ

イヤの情報提供

鉄道利用者の利用促進を図るため、時刻表に近鉄弥富駅での鉄道との乗継ダ

イヤを掲載
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今後実施を検討する利用促進策 

利用促進策 概  要

地元との情報

共有

自治会の会合等に対し、現状を知り危機感を共有する機会の創出と継続的な

実施を検討

ＰＲ活動の継続

的展開

鉄道駅、福祉センター、イオンタウンなど、利用者が多く、利用目的な明確

な場所において、コミュニティバスのＰＲ活動の継続的実施を検討

鉄道事業者との

連携

市のきんちゃんバスに関する HP から鉄道時刻表へのリンクや、鉄道会社HP
や駅へのきんちゃんバスに関する情報掲載など、鉄道事業者とも連携した利

用促進策の実施を検討

モビリティ・マネ

ジメント

西部臨海部立地地企業へのモビリティ・マネジメントを展開し、かしこいク

ルマの使い方の啓発を行い、バスへの利用転換促進を図ることを検討

周辺自治体が運

行するバスとの

乗継券

フィーダー交通としての利便性を高めるため、利用者の金銭的負担軽減を図

り、より利便性の高いバス路線網とするための乗継券発行を検討
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6.今後の展開

6-1 基本的な考え方 

ここまでに整理してきた内容を基に、さらなる詳細な検討を行い、「地域公共交通確保維持改善

事業」の補助事業のうち、「地域内フィーダー系統確保維持事業」に必要な生活交通ネットワーク

計画に適宜反映していくものとする。

また、これまでは毎年 4 月 1 日にダイヤ改正や利用促進策等の展開を開始していたが、H25 年

度以降は、「地域内フィーダー系統確保維持事業」の年度の考え方（10 月 1日から翌年 9月 30 日）

に合わせ、10月 1日よりダイヤ改正や利用促進策等の展開を開始するものとする。

6-2 H25 年度事業計画（案） 

6-2-1 弥富市コミュニティバス運行 

平成 24 年度検証結果を基に設定した新ダイヤによる運行を平成 25 年 10 月 1 日より開始する。 

また、新たな運行方法について、東部ルートにおける予約制運行を検討する。 

6-2-2 運行の検証、改善方策の検討

運行の検証及び改善方策を検討するため、利用者実態調査やモニタリング調査等の必要な調査を実

施する。 

○利用者実態調査 

利用者実態調査により問題点･課題を抽出し、運行の検証及び改善方策の検討のための基礎資

料とする。 

・乗車人員調査（毎日）・ＯＤ調査（特定期間） 

○モニタリング調査 

住民アンケート調査により問題点･課題を抽出し、運行の検証及び改善方策の検討のめの基礎

資料とする。 

○周辺自治体との連携検討 

周辺自治体の公共交通である飛島公共交通バス等との連携を検討する。 

○運行手法の改善 

利用者実態調査やモニタリング調査の結果を踏まえ、運行の改善案を検討する。 

6-2-3 利用促進策の実施 

○改正時刻表の配布 

平成 25 年 10 月 1 日からの運行における新ルート･ダイヤに基づき作成した時刻表を、平成 25

年 9 月中旬頃に全戸配布する。 

○利用者負担軽減策の実施 

コミュニティバス利用者の金銭負担の軽減を図り、利用促進を図るため、平成 23 年 4 月 1 日

から導入しているシルバーパスや定期券、回数券の販売を継続する。 

○利用促進策の検討･実施 

コミュニティバスの利用促進を図るため、平成 23 年度から実施しているサイクル＆バスライ

ド駐輪場設置を継続する。また、その他にも下記に示す施策をはじめとした利用促進策について

実施を検討する。 
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・お試し乗車券の配布検討 

・利用促進イベントの実施検討 

・市広報･ＨＰを活用した周知活動の実施検討  等 

6-2-4 生活交通ネットワーク計画の策定

H24 年度に策定した生活交通ネットワーク計画に掲げられた目標を達成するために、ここまでの

検討結果を踏まえ、新たな生活交通ネットワーク計画を策定する 

6-2-5 協議会の開催 

予算・決算、運行の検証や改善方策の検討結果等に基づく次年度事業計画の承認等のため協議会

を 4回/年開催する 

6-2-6 概ねのスケジュール 


